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  2040 年を展望 

2017 年度 2024 年度末 2040 年 

前期実践計画  

        

2020 年度末 

◆実践計画事業集 
毎年度、作成・公表 

後期実践計画 
（2021 年度～2024 年度） 

１ 実践計画事業集について                                         
実践計画事業集は、第８次豊田市総合計画後期実践計画（以下、「後期実践計画」

という。）に位置付ける全ての実践計画事業（後期実践計画に掲げた施策を推進する
ために注力して取り組む事業）の概要と、当該年度の具体的な取組内容を示すもの
で、毎年度作成・公表します。 

 また、実践計画事業については、毎年度、進捗を確認するとともに、社会環境変
化等を踏まえて取組の見直しや新規立案を行い予算編成に反映する「実践計画ロー
リング」を実施し、2022 年度以降は、その結果を併せて掲載します。 

  

基本構想 

実践計画 

第 8 次豊田市総合計画と実践計画事業集の関係 

<備考> 
後期実践計画本編図書では、見やすさ、わかりやすさを考慮し、主な実践計
画事業として一部の事業のみを抜粋して掲載しているため、実践計画事業集
にて全ての実践計画事業を掲載します。 
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２ 2021 年度における実践計画事業数・当初予算額                                        
（１）全体の概要※1 

  ●総事業数:225 事業（うち、新規:18 事業） 
       重点施策:42 事業（うち、新規:10 事業） 

基本施策:215 事業（うち、新規:14 事業） 
  
  ●2021 年度当初予算額:37,653,010 千円 
       重点施策:7,784,329 千円、基本施策:37,368,237 千円 
       <会計区分別> 
        一般会計:29,869,659 千円、特別会計:279,505 千円、 

企業会計:7,503,846 千円 
 
  ※1:複数施策に位置付く事業を含むため、総事業数及び当該年度当初予算額

は、各施策の事業数・当初予算額の計と一致しません。 
また、事業数には予算を伴わない事業及び着手前の事業を含みます。 

 
 
 
（２）施策体系別の事業数・2021 年度当初予算額 

 ■重点施策 

（１）超高齢社会への適応 
事業数 17（5※2） 
予算額（千円） 3,167,996 

柱①:生涯活躍の推進 
柱②:安心して暮らせる地域包括支援体制の強化 

（２）「ひと」と「しごと」が集まる 
ミライへの投資 

事業数 15（2） 
予算額（千円） 4,512,324 

柱①:産業拠点としての機能強化 
柱②:住み続けたいまちづくり 

（３）まちの課題解決力の強化 
事業数 12（3） 
予算額（千円） 179,332 

柱①:多様な「つながり」による豊かな暮らしの創出 
柱②:持続可能な地域経営 

                      ※2:カッコ内は、新規事業の内数       
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 ■基本施策 

Ⅰ 子ども・子育て 
事業数 13（1） 
予算額（千円） 1,479,906 

１ 子育て 
(1) 子どもの権利の保障 
(2) 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 
(3) 安心して子どもを預けられる環境の整備 

Ⅱ 生涯学習 
事業数 40（2） 
予算額（千円） 7,083,278 

１ 学び・育ち 

(1) 生き抜く力を育む学校教育の推進 
(2) 安全・安心で快適に学べる教育環境の充実 
(3) 地域による次世代人材の育成の促進 
(4) まちへの誇りや愛着につながるものづくり学習の推進  
(5) 高齢者が活躍できる環境の充実 
(6) 女性が活躍できる環境の充実 

２ スポーツ (1) スポーツ資源を生かした活力ある社会の実現 

３ 歴史・文化 
(1) 歴史や文化財の継承と魅力の発信 
(2) 文化芸術を生かしたまちの魅力づくりの推進 

Ⅲ 健康・福祉 
事業数 17（1） 
予算額（千円） 4,163,764 

１ 健康 
(1) 誰もが健康づくりを継続できる環境の充実 
(2) 健康危機への対応力の強化 

２ 医療 (1) 必要な時に受診できる医療提供体制の確保 

３ 福祉 
(1) 高齢者が安心して生活できる支援体制の充実 
(2) 障がい者が地域社会で共生できる環境の整備 
(3) 生活困窮者が適切な支援を受けられる体制の確保 

Ⅳ 安全・安心 
事業数 40（2） 
予算額（千円） 3,779,488 

１ 防災・減災、 
国土強靱化 

(1) 自助・共助・公助による災害対策の充実 
(2) 防災・減災につながる都市機能の強化 

２ 消防 (1) 自助・共助・公助による消防対応力の強化 
３ 防犯 (1) 地域ぐるみの防犯体制の強化 
４ 交通安全 (1) 交通安全意識の向上と安全な道路交通環境の実現 

Ⅴ 産業・観光・交流 
事業数 30（1） 
予算額（千円） 2,560,346 

１ 農業 
(1) 地域特性に応じた産業型農業の推進 
(2) 地域が支える“食と農”の推進 

２ 森林・林業 
(1) 100 年先を見据えた安全・安心の森づくりの推進 
(2) 地域材の生産・流通・利用の推進 
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Ⅴ 産業・観光・交流  （前ページからの続き） 

３ ものづくり産業 
(1) 地域産業の持続的発展に向けた企業力の強化 
(2) 新たな産業を創造する基盤の構築 

４ 商業・サービス業 (1) 中心市街地商業のにぎわいの創出 
(2) 地域特性に応じた商業環境の整備 

５ 観光・交流 
(1) 多様な地域資源を生かした観光産業の振興 
(2) 地域資源を生かしたまちづくりの推進 

６ 労働 (1) 多様な働き方で多様な人材が活躍する環境の整備 

Ⅵ 環境 
事業数 19（1） 
予算額（千円） 842,538 

１ 脱炭素社会 (1) 脱炭素の実現に向けた未来都市の推進 
２ 循環型社会 (1) 廃棄物の減量化・資源化と適正処理の推進 
３ 自然共生社会 (1) 暮らしを豊かにする生物多様性の保全 
４ 環境配慮行動 (1) 持続可能な社会を支える環境配慮行動の促進 

Ⅶ 都市整備 
事業数 39（3） 
予算額（千円） 16,147,236 

１ 市街地整備 

(1) にぎわいのある魅力的な都心の形成 
(2) 利便性の高い市街地の形成 
(3) 多様なニーズに応える市街地定住の促進 
(4) 憩いとうるおいをもたらす緑の空間の創出 

２ 交通 
(1) 生活・産業を支える道路ネットワークの形成 
(2) 利便性が高く持続可能な公共交通ネットワークの形成  
(3) 人と環境にやさしく安全で快適な交通まちづくりの推進 

３ 上下水道 
(1) 安全・安心な水道水の安定供給の実現 
(2) 汚水の適正な処理による快適な生活環境の実現 

Ⅷ 地域経営 
事業数 24（3） 
予算額（千円） 1,591,358 

１ 共働 (1) 市民力・地域力・企業力を生かした共働のまちづくりの推進 
２ 国際化 (1) 多様な市民が活躍できる国際まちづくりの推進 
３ 山村振興 (1) 自立とつながりによる山村地域等の振興 

４ 行政経営 

(1) 未来を見据えた持続可能な行財政運営 
(2) 公共施設等の適切な管理の推進 
(3) 先進技術等を活用した地域課題解決の推進 
(4) 共働による地域情報化の推進 
(5) 戦略的な広域連携の推進 
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実践計画事業名〔担当所属〕(※2)

事業概要

SIB（ソーシャル・インパクト・ボ
ンド）を活用した社会参加型介護予
防事業〔未来都市推進課〕

民間の創意工夫を生かすソーシャ
ル・インパクト・ボンドを活用し、
趣味や運動、就労等を通じた社会参
加機会を増やすなど、介護予防につ
なげる取組を実施

きらきらウエルネス地域推進事業
〔地域保健課〕

地域の健康関連データを中学校区ご
とにまとめた地域健康カルテを基
に、地域特性に応じた健康づくりを
住民との共働により推進

３ؙ2021年度実践計画事業一覧

（１）　重点施策

重点施策１：超高齢社会への適応

・各地域での意見交
換会等の実施、地域
健康づくり事業計画
の作成：2地区

新規
(※1)

2021年度実施概要
(※3)

再掲
(※4)

施策の柱

新規

・社会参加機会を増
やす民間プログラム
の実施
・評価検証に必要な
アンケート調査の実
施①生涯活躍の推進

（※5）

※１「新規」

2021年度から新たに実施する事業

※２「実践計画事業名〔担当所属〕」

2021年度において、施策の柱への事業の位置付けが無い場合は、「ー」を表記

※３「2021年度実施概要」

2021年度当初において、具体的な取組が無い場合は、「ー」を表記

※４「再掲」

複数施策に位置付いている事業については、2回目以降の掲載に「○」を表記

※５「SDGsアイコン」

SDGsで掲げる17のゴールの内、関連する主なゴールを表記

（ゴールの詳細はP.53「SDGs概要」を参照）
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

地域スポーツ支援事業
〔生涯スポーツ推進課〕

地域スポーツクラブやスポーツ推進
委員の活動を様々な点から支援する
ことで、身近な地域でのスポーツ機
会を創出

高齢者の活躍支援事業
〔とよた市民活動センター〕

高齢者の市民活動や生きがいづくり
を促進するための学び、相談、情報
提供等の支援を実施

シルバー人材センター就業創出事業
〔市民活躍支援課〕

社会環境の変化や多様化する高齢者
の就労ニーズに対応するため、労働
者派遣や生活支援サービスなどの就
業機会を創出

就労支援事業〔産業労働課〕

若年者、中高年齢者、女性、定住外
国人などに対する、スキルアップ支
援やマッチングを実施

（仮称）地域資源マップ整備事業
〔情報戦略課ほか〕

地域に点在する集いの場の情報を集
約し、情報展開ツール（(仮称)地域
資源マップ）を作成

新規

・地域に点在する集
いの場の情報を集約
し、情報展開ツール
（(仮称)地域資源
マップ）を作成

再掲

・会員の就業機会の
開拓・拡大

・就労支援セミ
ナー、キャリアカウ
ンセリングの実施
・中高年齢者就労支
援のための企業訪問
・女性しごとテラス
の運営、女性起業家
支援事業、とよた
キャリアカレッジの
実施
・企業と求職者との
交流機会の提供

・地域スポーツ連携
事業
・地域スポーツクラ
ブ育成支援事業
・地域スポーツクラ
ブと連携した集いの
場創出
・スポーツ推進委員
COT教室、タグラグ
ビー大会

・シニアアカデミー
通年コース3学科、
専門コース、はじめ
の一歩講座
・卒業生の組織化支
援及び活動把握・活
動支援・活動PR
・窓口相談、相談会
開催、情報発信

①生涯活躍の推進
（続き）

施策の柱 新規 2021年度実施概要
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

在宅医療・福祉連携推進事業
〔地域包括ケア企画課〕

本人の望む療養生活を全うできるよ
う、在宅医療と福祉の連携強化によ
り在宅療養サービスを充実

介護人材支援事業
〔介護保険課〕

市民への理解促進、就職機会の支
援、介護サービス関係者への研修、
外国人受入れ支援、介護サービス事
業所の運営改善の支援

介護施設整備事業
〔介護保険課〕

市民ニーズ、待機者、有料老人ホー
ムの動向を加味し、必要な整備の実
施

重層的支援体制推進事業
〔福祉総合相談課〕

高齢や障がい、子ども、困窮など対
象や年代を限定しない相談支援や、
社会参加の支援、住民同士が支え合
える地域づくりを実施

総合的な認知症施策推進事業（支援
チーム）〔高齢福祉課〕

認知症の人等の支援ニーズと、認知
症サポーターを中心とした支援をつ
なぐ仕組みを構築し、支援チームと
して共生の地域づくりを推進

総合的な認知症施策推進事業（早期
発見と社会参加）〔高齢福祉課〕

認知症の早期発見・対応と、認知症
の人がそれぞれの個性に合わせたボ
ランティアや就労などの場へ社会参
加ができる仕組みの構築

・認知症グループ
ホームや看護小規模
多機能型居宅介護な
どの施設整備を支援

②安心して暮らせる
地域包括支援体制の
強化

・在宅医療・福祉連
携推進計画の推進
・ICT技術の導入支
援
・訪問看護師育成セ
ンターの運営

・市民への出前講
座、かいごの教室、
就職フェア、現任介
護職員研修、外国人
材への日本語学習等
支援、外国人受入れ
支援、キャリアアッ
プ支援、介護職場環
境向上支援

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・全世代向けの認知
症サポーター養成講
座等の実施とメイト
の増員
・支援チーム等の仕
組みの検討

新規

・警察、企業、病院
との連携による早期
対応
・各種本人・家族会
の実施
・社会参加取組事例
の拡充と介護サービ
スとの調整

・高齢や障がい、子
ども、困窮など対象
や年代を限定しない
相談支援、社会参加
の支援、住民同士が
支え合える地域づく
りを実施
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

成年後見制度利用促進事業
〔福祉総合相談課〕

成年後見制度の利用につながる相談
体制の構築や、成年後見制度や権利
擁護支援の活動に携わる人づくり・
環境づくり等を実施

豊田地域医療センター再整備事業
〔地域包括ケア企画課〕

高齢者の増加に伴う疾病構造の変化
に合わせた増床と、建物の老朽化に
対応し、市民の健康保持及び医療提
供体制を充実
先進技術を活用した地域リハビリ
テーションの推進
〔地域包括ケア企画課〕

住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、先進技術等の実
証・導入を通して、地域リハビリ
テーションを推進

相互理解の促進と意思疎通の円滑化
の推進事業〔障がい福祉課〕

地域共生社会の実現に向け、障がい
者、外国人、高齢者、子ども等のう
ち、要配慮者に関する相互理解の促
進及び意思疎通の円滑化を推進

実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

企業立地奨励事業
〔産業労働課〕

市内において新たに事業所を設置す
る企業及び事業規模を拡大する企業
の投資に対し、奨励金を交付

オープンイノベーション推進事業
〔次世代産業課〕

開放特許等の新たな資源とのマッチ
ングやピッチイベント等の開催によ
り新製品開発や事業化を支援

2021年度実施概要 再掲

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

②安心して暮らせる
地域包括支援体制の
強化
（続き）

①産業拠点としての
機能強化

・旧条例に基づく奨
励制度の運用（交付
決定、支払い）
・新条例及び新要綱
に基づく奨励制度の
運用（対象事業者の
決定、交付決定、支
払い）

・開放特許等との
マッチングによる新
製品・新サービス創
出支援
・ピッチイベント等
による事業化支援

新規
・（仮称）地域リハ
イノベーションセン
ターの整備・推進

重点施策２：「ひと」と「しごと」が集まるミライへの投資

・成年後見支援セン
ターの運営
・市民後見人の養
成・育成

・南棟・西棟改修工
事
・既存棟解体、外構
工事一部着手

新規

・意思疎通における
要配慮者に関する理
解の啓発
・意思疎通手段を学
ぶ研修会等の開催
・買い物時を想定し
たコミュニケーショ
ンボードの作成

施策の柱 新規
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

スタートアップ支援事業
〔次世代産業課〕

「ものづくり創造拠点SENTAN」を活
用したハッカソン等の開催による市
内外からのスタートアップ候補の掘
り起こしとスタートアップ支援制度
の運用

産業用地整備事業
〔産業労働課、土地利用調整課〕

産業誘導拠点等に位置付けられた区
域内で、産業用地整備を推進

DX促進事業
〔産業労働課〕

デジタル化の促進に向け、設備投資
等への補助金、専門家の派遣、社内
でデジタル化を推進できる人材を育
成するための講座を実施

市街化調整区域内地区計画の活用
〔定住促進課、都市計画課〕

鉄道駅周辺や市街化区域に隣接する
地域等において、民間事業者による
宅地開発を誘導

住まい相談総合支援事業
〔定住促進課〕

多様な定住・居住ニーズに寄り添っ
た支援体制を構築し、市民の住生活
に係るワンストップサービスを展開

定住促進プロモーション事業
〔定住促進課〕

定住促進プロモーション「ファース
ト暮らすとよた」を通じて、市内外
の家族形成期を中心とした世代へ豊
田市の魅力や住みやすさのPRを実施

②住み続けたいまち
づくり

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

新規

・デジタル化支援補
助金の交付
・テレワーク導入支
援補助金の交付

・制度の活用による
民間宅地開発の誘導
促進

・ハッカソン等の開
催によるスタート
アップの掘り起し
・ものづくり創造補
助金制度の運用

・関係機関協議
・産業用地整備に伴
う各種検討

・住まいに関する横
断的な情報と支援の
提供
・NPO法人と連携
し、空き家等住まい
に関する相談への対
応を強化
・住宅金融支援機構
と連携し、市内で住
まいに関する相談会
を開催

・豊田市の住まいに
関する魅力や住宅・
宅地の供給情報の発
信に力を入れた定期
的なプロモーション
活動
・市内外のイベント
出展
・サイトによる情報
発信
・WEB広告による情
報拡散
・PR動画の放映

①産業拠点としての
機能強化
（続き）
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

空き家・空き地情報バンク事業
〔地域支援課〕

空き家・空き地情報バンクに登録さ
れた山村地域等の空き家・空き地と
移住希望者のマッチングを行い、移
住定住を促進

就労支援事業
〔産業労働課〕

若年者、中高年齢者、女性、定住外
国人などに対する、スキルアップ支
援やマッチングを実施

働き方改革推進事業
〔産業労働課〕

働き方改革への取組気運の醸成及び
取組の推進を図るため、優良事業所
表彰や、専門家派遣、セミナー開催
等を実施

ICT活用・整備推進事業
〔学校教育課〕

ICT機器を活用した「主体的・対話
的で深い学び」を推進するための学
習スタイルの構築及びICT環境の整
備を推進

いなか暮らしコーディネート事業
〔企画課〕

おいでん・さんそんセンターを中心
に、移住希望者の「住まい」「暮ら
し」「生業」を総合的に支援し、山
村地域への移住を促進

博物館整備事業
〔文化財課〕

歴史・文化や自然など本市の持つ価
値や魅力を守り、伝え、継承するた
めの拠点である博物館を整備

施策の柱

・優良事業所表彰の
実施
・アドバイザー・講
師派遣制度の運用
・各種セミナー及び
事業所訪問の実施

・教員のICT活用指
導力向上のための研
修実施
・タブレット端末を
円滑に使用できる
ICT環境の整備
・ICT支援員の効果
的な配置

新規 2021年度実施概要 再掲

・いなか暮らし総合
窓口の運営
・山村地域移住プロ
モーションの実施

・博物館の実施設
計、解体工事、新築
工事、展示収蔵環境
等工事の実施
・市民と共に進める
資料収集活動、市民
周知活動の実施

②住み続けたいまち
づくり
(続き）

・空き家・空き地情
報バンクの運用
・空き家・空き地所
有者及び移住希望者
への支援

・就労支援セミ
ナー、キャリアカウ
ンセリングの実施
・中高年齢者就労支
援のための企業訪問
・女性しごとテラス
の運営、女性起業家
支援事業、とよた
キャリアカレッジの
実施
・企業と求職者との
交流機会の提供

○
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

名鉄三河線複線化事業
〔都市計画課〕

リニア中央新幹線開業を見据え、名
古屋との移動時間短縮等、鉄道の利
便性向上に向け、名鉄三河線の複線
化や駅へのアクセスを強化

実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

次世代社会システム推進事業
〔未来都市推進課〕

市の課題解決に資する先進実証の支
援及び早期実用化の推進

SDGs未来都市推進事業
〔未来都市推進課〕

SDGｓ未来都市の取組事例の国内外
への発信

いなか暮らしコーディネート事業
〔企画課〕

おいでん・さんそんセンターを中心
に、移住希望者の「住まい」「暮ら
し」「生業」を総合的に支援し、山
村地域への移住を促進

交流コーディネート事業
〔企画課〕

おいでん・さんそんセンターによ
り、都市部と山村部をコーディネー
トするとともに、その魅力や山村部
の価値を発信

地域学校共働本部推進事業
〔学校教育課〕

地域と学校が連携・共働し、地域全
体で子どもの成長を支えていく組織
の活動推進

コミュニティ・スクール推進事業
〔学校教育課〕

中学校区の単位で小・中学校の連携
及び地域ぐるみの教育を効果的に実
施するコミュニティ・スクールを推
進

・とよたSDGｓパー
トナーとの連携事業
及び活動支援
・イベント・展示
会、出前講座等での
取組発信

・いなか暮らし総合
窓口の運営
・山村地域移住プロ
モーションの実施

○

・都市と山村の交流
コーディネート

・各共働本部の活動
の推進
・地域学校共働本部
推進アドバイザーに
よる活動支援・助言
・地域コーディネー
ター研修の実施

・コミュニティ・ス
クールの運営支援
・地域学校共働本部
推進アドバイザーに
よる支援・助言

・豊田市つながる社
会実証推進協議会の
運営
・実証事業の支援

重点施策３：まちの課題解決力の強化

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

新規
・鉄道駅の利便性向
上に向けた調査

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

②住み続けたいまち
づくり
(続き）

①多様な「つなが
り」による豊かな暮
らしの創出
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

交流館と地域学校共働本部の連携強
化〔市民活躍支援課、学校教育課〕

学校側のニーズと交流館が持つ地域
資源情報を各地区で共有・情報交換
し、モデル地区で連携事業を実施す
るなど共働事業を推進

市役所のデジタル化・スマート化
〔情報戦略課〕

電子申請やAI・RPA等を活用した窓
口のスマート化を図るとともに、ノ
ウハウ等をAI・データベース化し、
行政サービスの質を向上

次世代通信網・データの活用の推進
〔情報戦略課〕

5G等を活用した新サービスの創出に
向け、先進技術による実証実験や、
オープンデータ・ビッグデータ等を
効果的に活用した取組を実施

公共施設等の総合的な管理の推進
〔企画課〕

公共施設等総合管理計画及び個別施
設計画に基づいた、総合的かつ計画
的な施設管理を実施

事業・事務の最適化の推進
〔行政改革推進課〕

事業・事務の在り方や進め方の見直
しを行い、行政サービス及び職員の
働き方を最適化

気候変動適応策推進事業
〔環境政策課〕

豊田市地域気候変動適応計画策定及
び気候変動適応セミナーなどを通じ
た情報発信

②持続可能な地域経
営

新規

・豊田市地域気候変
動適応計画策定及び
気候変動適応セミ
ナーなどを通じた情
報発信

・事業・事務の在り
方や進め方の見直し

・安全・安心な施設
の管理
・トータルコストの
縮減の検討
・施設の有効活用の
検討

新規

・5G等を活用した新
サービスの創出に向
けた検討を進めると
ともに、オープン
データ・ビッグデー
タ等の効果的活用を
検討

新規

・RPAの導入・普及
を進めるとともに、
スマート窓口の実現
を推進する。また、
(仮)AI相談支援シス
テムの構築を検討

・モデル地区の連携
事業について情報共
有

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

①多様な「つなが
り」による豊かな暮
らしの創出
（続き）
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

子どもの権利啓発事業
〔次世代育成課〕

子どもの権利について理解を深める
機会として、中学校で教員向け研修
も含め子どもの権利の授業を実施

子ども食堂支援事業
〔福祉総合相談課〕

子ども食堂の相談支援及び継続的な
運営確保等について社会福祉協議会
へ委託。また、運営費用のうち衛生
管理上必要な経費を補助

子どもの学習・生活支援事業
〔福祉総合相談課〕

経済的理由等で学習環境が整ってい
ない子どもへ、ボランティア等によ
る学習支援や生活習慣の改善など世
帯全体の生活支援を実施

いじめ・不登校対策事業
〔学校教育課〕

いじめの防止や対応、不登校児童生
徒の自立支援などに関する各種対策
事業を実施

児童虐待防止教育推進事業
〔子ども家庭課〕

幼児、児童、生徒及びその保護者、
教職員を対象に、CAP（子どもへの
暴力防止）プログラムによる児童虐
待防止教育を実施

とよた急病・子育てコール24運営事
業〔子ども家庭課〕

24時間365日いつでも救急医療相談
と子育て相談ができるコールセン
ターを運用

多胎パパママ教室
〔子ども家庭課〕

多胎を妊娠した妊婦が出産後の生活
をイメージし、前向きな気持ちで子
育てしてもらうための教室を実施

・多胎パパママ教室
の実施

・集合型による学
習・生活支援の実施
（委託：6か所）
・必要時、訪問型に
よる学習・生活支援
の実施

・いじめ防止に関す
る教職員研修の実施
・不登校や別室登校
の児童生徒に対する
支援の充実
・自分や友達を大切
にする力をつける授
業案の冊子作り

③児童虐
待防止及
び対応策
の強化 ・児童虐待防止教育

の実施

・とよた急病・子育
てコール24の運営

②子ども
の孤困・
救済対策

Ⅰ-１-(1)
子どもの
権利の保
障

①相談体
制・支援
サービス
の充実

Ⅰ-1-(2)
安心して
子どもを
生み育て
られる環
境の充実

（２）基本施策

Ⅰ　子ども・子育て

新規 2021年度実施概要 再掲施策名 施策の柱

・中学校での実施

・子ども食堂の相談
対応、運営支援、寄
附等の確保
・衛生管理上必要な
経費の補助金交付

①子ども
の権利の
意識啓発
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

思春期教室事業
〔子ども家庭課〕

中学生等を対象に、性や命の尊さ、
妊娠・出産等に関する性教育を実施

公立こども園のICT活用事業
〔保育課〕

公立こども園にICTを導入し、保護
者や保育士の負担を軽減すること
で、多様な保育ニーズに対応できる
環境を整備

人材確保に向けた大学連携事業
〔保育課〕

保育士等を養成する大学等と連携
し、保育士を志望する学生の増加に
向けた取組を実施

公立こども園トイレ再整備事業
〔保育課〕

老朽化したトイレの改修及び便器洋
式化を実施することで、快適かつ衛
生的なトイレ環境を整備

放課後児童クラブ事業
〔次世代育成課〕

放課後等において、原則小学校１年
生～４年生を対象に適切な「遊び」
や「生活」の場を提供し、児童の健
全な育成を支援

地域子どもの居場所づくり事業
〔次世代育成課〕

子どもたちが自主的に活動する場、
地域の子ども同士や大人が交流する
機会を提供し、地域全体で子どもの
育成を支援

・思春期教室の実施
（市内中学校等）

Ⅰ-1-(2)
安心して
子どもを
生み育て
られる環
境の充実
（続き）

②若年層
に対する
妊娠・出
産と向き
合う機会
の充実

新規

・公立こども園全園
へのシステム導入
・登降園管理機能等
運用開始

・保育の魅力説明会
の実施
・実習等保育現場の
経験機会の提供
・保育士確保に向け
た新規連携事業の検
討

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

①保育需
要への対
応と良好
な幼児教
育・保育
環境の確
保

Ⅰ-1-(3)
安心して
子どもを
預けられ
る環境の
整備

②放課後
の児童の
居場所確
保

・稲武・大沼・東
部・広沢・トヨタの
洋式化工事
・駒場・ひかり・石
畳・越戸・野見の洋
式化設計

・放課後児童クラブ
の運営

・活動の場の提供
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

地域学校共働本部推進事業
〔学校教育課〕

地域と学校が連携・共働し、地域全
体で子どもの成長を支えていく組織
の活動推進

コミュニティ・スクール推進事業
〔学校教育課〕

中学校区の単位で小・中学校の連携
及び地域ぐるみの教育を効果的に実
施するコミュニティ・スクールを推
進

きめ細かな教育推進事業
〔学校教育課〕

豊田市独自の少人数学級と非常勤講
師・補助員等の配置により、きめ細
かな教育を推進

ICT活用・整備推進事業
〔学校教育課〕

ICT機器を活用した「主体的・対話
的で深い学び」を推進するための学
習スタイルの構築及びICT環境の整
備を推進

いじめ・不登校対策事業
〔学校教育課〕

いじめの防止や対応、不登校児童生
徒の自立支援などに関する各種対策
事業を実施

特別支援教育の推進事業
〔学校教育課〕

身近な地域での特別支援教育に関す
る諸問題を解決するために、ブロッ
クサポート体制を確立

2021年度実施概要 再掲

③豊かな
人間性を
育む教育
の推進

・コミュニティ・ス
クールの運営支援
・地域学校共働本部
推進アドバイザーに
よる支援・助言

○

・小学校１年生で学
級編制の標準を30人
とした試行の実施
・市独自の基準によ
り、弾力的運用、サ
ポートティーチャー
を配置

・教員のICT活用指
導力向上のための研
修実施
・タブレット端末を
円滑に使用できる
ICT環境の整備
・ICT支援員の効果
的な配置

○

・いじめ防止に関す
る教職員研修の実施
・不登校や別室登校
の児童生徒に対する
支援の充実
・自分や友達を大切
にする力をつける授
業案の冊子作り

○

①学びの
つながり
や地域と
のつなが
りを重視
した教育
の推進

Ⅱ-1-(1)
生き抜く
力を育む
学校教育
の推進

②確かな
学力を育
む教育の
推進

・特別支援教育に関
する教職員研修の実
施
・各種相談対応の充
実
・医療的ケア支援事
業の充実

施策名 施策の柱 新規

・各共働本部の活動
の推進
・地域学校共働本部
推進アドバイザーに
よる活動支援・助言
・地域コーディネー
ター研修の実施

○

Ⅱ　生涯学習
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

外国人児童生徒等教育事業
〔学校教育課〕

外国人児童生徒等の小・中学校への
適応を進めるため、日本語指導や学
習相談、支援等を実施

子どもの体力向上推進事業
〔学校教育課〕

児童生徒の体力向上及び運動好きな
児童生徒を育てるために、各校の現
状に合わせた「体力向上１校１実
践」の取組を実施

学校施設保全改修事業
〔学校づくり推進課〕

安全・安心で快適な教育環境を確保
するため、老朽化が進む学校施設の
保全改修を実施

学校施設長寿命化改修事業
〔学校づくり推進課〕

建物の目標使用年数を80年とし、学
校施設の効果的な改修を計画的に行
い、長寿命化による施設管理を実施

学校トイレ再整備事業
〔学校づくり推進課〕

快適な教育環境を確保するため、
トイレの洋式化を実施

校舎増築事業（中山小学校、朝日丘
中学校ほか）〔学校づくり推進課〕

宅地開発等により児童生徒数が増加
する学校に対して、教室不足が生じ
ないよう計画的に教室を整備

給食センター建替事業
〔保健給食課〕

老朽化した給食センターの移転新築
整備の検討を実施

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅱ-1-(1)
生き抜く
力を育む
学校教育
の推進
（続き）

Ⅱ-1-(2)
安全・安
心で快適
に学べる
教育環境
の充実

①学校施
設の環境
の充実と
整備の推
進

新規 －

・設計：70か所
（20校）
・工事：60か所
（18校）

・基本設計（中山小
学校）
・既設校舎解体・外
構整備工事（朝日丘
中学校）

②給食調
理環境の
整備

新規

・給食センター基本
計画の策定
・事業手法検討調査
の実施

③豊かな
人間性を
育む教育
の推進
（続き）

・教員への日本語指
導の充実を図る教材
提供・学習支援相談
及び保護者への翻
訳・通訳対応の実施
・学校日本語指導員
の適正配置
・編入学初期の日本
語指導等の充実

④たくま
しく生き
るための
健康・体
力を育む
教育の推
進

・「体力向上1校1実
践」の継続実施
・体力アップトレー
ニングメニューの活
用
・体力テスト実施マ
ニュアルの作成

・設計：8校
・工事：7校
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

ー

ー

ー

ー

若者サポートステーション事業
〔次世代育成課〕

自立に困難を抱える若者が就労や社
会参加などを行うため、関係機関と
の連携による包括的な体制で自立に
向けた支援を実施

とよたものづくりフェスタ事業
〔ものづくりサポートセンター〕

子どもたちが様々なものづくりを体
験・体感できるイベントを、ものづ
くり団体、大学、高校、中学校等と
連携して開催

ものづくり教育プログラム事業
〔ものづくりサポートセンター〕

小学生を対象に、学校カリキュラム
の中で関連付けたものづくり体験
を、ものづくりサポーターの支援に
より実施

クルマづくり究めるプロジェクト事
業〔ものづくりサポートセンター〕

子どもたちが、プロからクルマづく
りを学び、挑戦する活動を自動車関
連企業と連携して実施

匠の技・職人の技に学ぶものづくり
プロジェクト事業
〔ものづくりサポートセンター〕
和紙、鍛冶屋、竹細工といった伝統
的な匠のものづくりや食品サンプル
などの現代の名工から学ぶ講座を実
施

Ⅱ-1-(3)
地域によ
る次世代
人材の育
成の促進

①ものづ
くりや科
学に興
味・関心
を高める
機会の充
実

Ⅱ-1-(4)
まちへの
誇りや愛
着につな
がるもの
づくり学
習の推進

②高度な
ものづく
りや科学
を学ぶ機
会の充実

･ものづくり教育プ
ログラムの実施

・3コースで活動の
実施

・講座の実施

①小・中
学生が主
体的に活
動できる
機会の充
実

－

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

②高校
生・大学
生の社会
参加活動
の促進 －

③自立に
困難を抱
える若者
の支援

・若者サポートス
テーションの運営
・若者支援地域協議
会の開催

・TESフェスティバ
ル（トヨタ技術会主
催）とわくわくワー
ルドとして合同開催
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

科学技術教育推進事業
〔ものづくりサポートセンター〕

主に中学生・高校生を対象とし、企
業、大学、関係団体等と連携したハ
イレベルのものづくり・科学講座等
の開催や生徒の活躍を支援

高齢者の活躍支援事業
〔とよた市民活動センター〕

高齢者の市民活動や生きがいづくり
を促進するための学び、相談、情報
提供等の支援を実施

シルバー人材センター就業創出事業
〔市民活躍支援課〕

社会環境の変化や多様化する高齢者
の就労ニーズに対応するため、労働
者派遣や生活支援サービスなどの就
業機会を創出

就労支援事業
〔産業労働課〕

若年者、中高年齢者、女性、定住外
国人などに対する、スキルアップ支
援やマッチングを実施

働き方改革推進事業
〔産業労働課〕

働き方改革への取組気運の醸成及び
取組の推進を図るため、優良事業所
表彰や、専門家派遣、セミナー開催
等を実施

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅱ-1-(5)
高齢者が
活躍でき
る環境の
充実

②高齢者
への多様
な就業機
会の提供

Ⅱ-1-(4)
まちへの
誇りや愛
着につな
がるもの
づくり学
習の推進
(続き）

②高度な
ものづく
りや科学
を学ぶ機
会の充実
（続き）

･講座の実施

①高齢者
の社会や
地域での
活躍支援

・シニアアカデミー
通年コース3学科、
専門コース、はじめ
の一歩講座
・卒業生の組織化支
援及び活動把握・活
動支援・活動PR
・窓口相談、相談会
開催、情報発信

○

・会員の就業機会の
開拓・拡大

○

・就労支援セミ
ナー、キャリアカウ
ンセリングの実施
・中高年齢者就労支
援のための企業訪問
・女性しごとテラス
の運営、女性起業家
支援事業、とよた
キャリアカレッジの
実施
・企業と求職者との
交流機会の提供

○

Ⅱ-1-(6)
女性が活
躍できる
環境の充
実

①
ワーク・
ライフ・
バランス
の推進

・優良事業所表彰の
実施
・アドバイザー・講
師派遣制度の運用
・各種セミナー及び
事業所訪問の実施

○
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

女性のライフプラン・キャリア形成
支援事業
〔とよた男女共同参画センター〕

結婚や出産を機に活動していない女
性の就労意欲や市民活動への参画意
識を醸成するための相談・セミ
ナー・交流会を開催

子ども若者啓発事業
〔とよた男女共同参画センター〕

若者の固定的性別役割分担意識によ
らないキャリアプラン形成を支援

地域スポーツ支援事業
〔生涯スポーツ推進課〕

地域スポーツクラブやスポーツ推進
委員の活動を様々な点から支援する
ことで、身近な地域でのスポーツ機
会を創出

（仮称）松平地域体育館等整備事業
〔生涯スポーツ推進課〕

スポーツの振興や健康増進を図るた
め、市民が気軽に利用できる体育館
及び多目的広場を整備

トップアスリート・スポーツチーム
応援事業〔生涯スポーツ推進課〕

市民のスポーツへの関心を増大さ
せ、市への愛着や誇りを高めるた
め、本市ゆかりのトップスポーツ
チームやアスリートを応援

Jリーグホームタウン推進事業
〔スポーツ戦略課〕

2021シーズンから20試合程度に増加
する見込みの、豊田スタジアムでの
名古屋グランパスのホーム公式戦開
催に合わせ、来場者を取り込んだ取
組や応援気運を盛り上げる自主的な
取組に関する支援・調整を実施

・わがまちアスリー
ト応援事業
・ホームチーム応援
事業
・夢の教室
・競技会誘致事業

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・指導者派遣事業
・開幕応援事業
（2022シーズンパブ
リックビューイング
等）
・まちなかとの連携
事業

Ⅱ-2-(1)
スポーツ
資源を生
かした活
力ある社
会の実現

②スポー
ツを「楽
しむ」風
土の醸成

②女性の
就労・活
動意識確
立の支援
強化

・講座、セミナーの
開催
・交流会の開催
・継続就労のプログ
ラム実施

・大学等と連携した
講座の開催

③若者の
男女共同
参画への
理解促進
に向けた
取組の強
化

・地域スポーツ連携
事業
・地域スポーツクラ
ブ育成支援事業
・地域スポーツクラ
ブと連携した集いの
場創出
・スポーツ推進委員
COT教室、タグラグ
ビー大会

○

・建築工事（体育館
等）

Ⅱ-1-(6)
女性が活
躍できる
環境の充
実
（続き）

①スポー
ツを「す
る」機会
の拡充
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

豊田スタジアム長寿命化修繕事業
〔建築計画調整課〕

大規模スポーツイベントの観戦等を
楽しむ環境を継続的に提供し、集客
力の維持・向上を図るために、施設
の長寿命化修繕を実施

企業・大学と連携したスポーツ支援
体制の構築〔生涯スポーツ推進課〕

企業・大学と連携したスポーツ教室
等を継続して開催しながら、企業・
大学の優れた指導者や環境を活用で
きる仕組みを構築

スポーツボランティアの活動促進事
業〔スポーツ戦略課〕

スポーツボランティアとよたの事務
局を立ち上げ、ボランティアによる
おもてなし事業を実施

郷土学習推進事業
〔文化財課〕

市民や団体、地域と共働により、郷
土の歴史・文化財を子どもたちに継
承する取組を学校と連携して実施

博物館整備事業
〔文化財課〕

歴史・文化や自然など本市の持つ価
値や魅力を守り、伝え、継承するた
めの拠点である博物館を整備

地域資料館再編事業
〔文化財課〕

地域の歴史等を紹介し、学習や交流
の場である地域資料館の機能拡充と
博物館との連携強化により、施設の
再編を実施

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・とよた歴史マイス
ターの認定と活動支
援
・郷土学習スクール
サポートの実施
・博学連携委員会に
よる新制度検討

・博物館の実施設
計、解体工事、新築
工事、展示収蔵環境
等工事の実施
・市民と共に進める
資料収集活動、市民
周知活動の実施

○

②スポー
ツを「楽
しむ」風
土の醸成
（続き）

・ヴェルブリッツタ
グラグビー教室
・中京大学スポーツ
教室
・豊田スポーツアカ
デミー

・自立に向けた団体
支援
・団体の組織力強化
・関連団体と連携し
た仕組みづくり
・ボランティアネッ
トワークの拡充

①歴史・
文化財の
継承・魅
力発信の
ための基
盤・機会
の充実

・開閉式屋根の機能
の見直し、外壁・鉄
骨部の塗装等

Ⅱ-2-(1)
スポーツ
資源を生
かした活
力ある社
会の実現
（続き）

③スポー
ツを「支
える」体
制強化と
人材の育
成・活用

Ⅱ-3-(1)
歴史や文
化財の継
承と魅力
の発信

・足助資料館の運用
変更
・再編に向けた検討
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

郷土学習推進事業
〔文化財課〕

市民や団体、地域と共働により、郷
土の歴史・文化財を子どもたちに継
承する取組を学校と連携して実施

足助歴史的町並み保存整備事業
〔文化財課〕

歴史的町並みを保存するため、建造
物の修理・修景、防災設備の整備
や、国の重要文化財旧鈴木家住宅の
修理・復元を実施

ー

ー

市民によるアートプロジェクト推進
事業〔文化振興課〕

市民主体の文化芸術活動・発表の場
を創出し、文化芸術に関わる人材の
発掘・育成を促進

文化ゾーン基盤整備事業
〔文化振興課〕

文化ゾーン基本構想を推進するた
め、文化芸術の発信拠点として必要
な機能を整備

市民文化会館大規模改修事業
〔文化振興課〕

市民文化会館の安心安全な施設供用
を維持するため、適切な修繕を行う
とともに文化創造拠点としての機能
を整備

施策名

③歴史的
な町並み
や史跡等
を生かし
たまちづ
くり

・伝建地区内の建造
物の修理修景補助事
業の実施
・旧鈴木家住宅の保
存修理工事、防災対
策工事、活用整備工
事の実施

①文化芸
術に触れ
る機会の
充実 －

②市民
力・地域
力を生か
した歴
史・文化
財の継承
の促進

・とよた歴史マイス
ターの認定と活動支
援
・郷土学習スクール
サポートの実施
・博学連携委員会に
よる新制度検討

○

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅱ-3-(1)
歴史や文
化財の継
承と魅力
の発信
（続き）

Ⅱ-3-(2)
文化芸術
を生かし
たまちの
魅力づく
りの推進

・長寿命化工事の実
施（空調、消防設備
の更新等）

②文化芸
術活動を
担う人材
の育成

・市民によるアート
イベントの開催
・とよたデカスプロ
ジェクトの実施

・新博物館進入路の
詳細設計
・サイン計画の策定

③文化施
設の機
能・価値
の向上
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

中央図書館大規模改修事業
〔図書館管理課〕

いつまでも安心して快適に利用でき
るよう、利用開始から20年以上経過
した中央図書館の改修を実施

実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

ー

ー

きらきらウエルネス地域推進事業
〔地域保健課〕

地域の健康関連データを中学校区ご
とにまとめた地域健康カルテを基
に、地域特性に応じた健康づくりを
住民との共働により推進

元気アップ事業
〔地域保健課〕

高齢者の体力づくりや認知症予防を
目的とした教室を実施し、介護予防
活動が自主的に継続できるように支
援

若者向け食育推進事業
〔（保）総務課〕

望ましい食習慣を身に付けられるよ
うに、高校生や大学生を始めとする
若者を対象に、様々な手段・機会を
活用した食育啓発を実施

ー

ー

ー

ー

・各地域での意見交
換会等の実施、地域
健康づくり事業計画
の作成：2地区

○

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅲ-1-(1)
誰もが健
康づくり
を継続で
きる環境
の充実

②健康づ
くりを継
続できる
環境の充
実

Ⅲ-1-(2)
健康危機
への対応
力の強化

・元気アップ教室の
実施：28か所
・自主活動グループ
の支援：217か所

③若いと
きからの
望ましい
食習慣の
定着推進

・大学祭等での啓発
・高校生向け食育講
座の開催
・小中学生向け食育
講座の開催
・親子食育講座の開
催

①健康に
関心を持
つ機会の
充実 －

Ⅲ　健康・福祉

－

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅱ-3-(2)
文化芸術
を生かし
たまちの
魅力づく
りの推進
（続き）

③文化施
設の機
能・価値
の向上
（続き）

①健康危
機の発生
予防対策
の推進 －

②健康危
機の拡大
防止対策
の推進 －
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

救急医療提供体制確保事業
〔地域包括ケア企画課〕

市民がいつでも症状に応じた適切な
診療が受けられるように、救急対応
医療機関への補助金交付及び休日救
急診療所の運営を実施

在宅医療・福祉連携推進事業
〔地域包括ケア企画課〕

本人の望む療養生活を全うできるよ
う、在宅医療と福祉の連携強化によ
り在宅療養サービスを充実

豊田地域医療センター再整備事業
〔地域包括ケア企画課〕

高齢者の増加に伴う疾病構造の変化
に合わせた増床と、建物の老朽化に
対応し、市民の健康保持及び医療提
供体制を充実

とよた急病・子育てコール24運営事
業〔子ども家庭課〕

24時間365日いつでも救急医療相談
と子育て相談ができるコールセン
ターを運用

地域包括支援センターの機能強化
〔高齢福祉課〕

職員の人材育成を目的として、研修
計画に沿った研修の実施、ブロック
協力事業の実施、人材育成等計画を
推進

総合的な認知症施策推進事業（支援
チーム）〔高齢福祉課〕

認知症の人等の支援ニーズと、認知
症サポーターを中心とした支援をつ
なぐ仕組みを構築し、支援チームと
して共生の地域づくりを推進

総合的な認知症施策推進事業（早期
発見と社会参加）〔高齢福祉課〕

認知症の早期発見・対応と、認知症
の人がそれぞれの個性に合わせたボ
ランティアや就労などの場へ社会参
加ができる仕組みの構築

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

①住み慣
れた地域
で暮らす
ための支
援体制の
強化

Ⅲ-2-(1)
必要な時
に受診で
きる医療
提供体制
の確保

②在宅医
療を推進
するため
の環境整
備

Ⅲ-3-(1)
高齢者が
安心して
生活でき
る支援体
制の充実

・補助金の交付：6
施設
・南部休日救急内科
診療所の運営

・在宅医療・福祉連
携推進計画の推進
・ICT技術の導入支
援
・訪問看護師育成セ
ンターの運営

○

・研修実施
・ブロック協力事業
の実施と見直し
・人材育成等計画の
推進と見直し

①救急医
療体制の
維持

新規

・全世代向けの認知
症サポーター養成講
座等の実施とメイト
の増員
・支援チーム等の仕
組みの検討

○

・南棟・西棟改修工
事
・既存棟解体、外構
工事一部着手

○

③適切な
受診行動
がとれる
市民意識
の醸成

・とよた急病・子育
てコール24の運営

○

・警察、企業、病院
との連携による早期
対応
・各種本人・家族会
の実施
・社会参加取組事例
の拡充と介護サービ
スとの調整

○
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

介護人材支援事業
〔介護保険課〕

市民への理解促進、就職機会の支
援、介護サービス関係者への研修、
外国人受入れ支援、介護サービス事
業所の運営改善の支援

介護施設整備事業
〔介護保険課〕

市民ニーズ、待機者、有料老人ホー
ムの動向を加味し、必要な整備の実
施

ー

ー

重度障がい者支援事業
〔障がい福祉課〕

重度障がい者の日中活動場所の確保
や介護者負担の軽減に向け、支援者
育成と受入れ先確保、医療と連携し
たレスパイト事業等を実施

障がい者日中活動場所確保事業
〔障がい福祉課〕

障がい者が日中に活動する場を確保
するため、日中活動場所の整備に対
する補助金を交付

③介護環
境の充実 ・認知症グループ

ホームや看護小規模
多機能型居宅介護な
どの施設整備を支援

○

①理解・
啓発活動
の推進

ー

②介護に
関わる人
材への支
援

・市民への出前講
座、かいごの教室、
就職フェア、現任介
護職員研修、外国人
材への日本語学習等
支援、外国人受入れ
支援、キャリアアッ
プ支援、介護職場環
境向上支援

○

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

②日中活
動場所の
充実

Ⅲ-3-(1)
高齢者が
安心して
生活でき
る支援体
制の充実
（続き）

Ⅲ-3-(2)
障がい者
が地域社
会で共生
できる環
境の整備

・強度行動障がいに
関する支援者養成研
修（法定研修）や訪
問型実践研修（市独
自）の実施
・重症心身障がい者
等の受入れや家族介
護者負担軽減のた
め、補助金を交付
・レスパイト利用時
の日中活動場所への
送迎支援

・日中活動場所の整
備及び運営に対する
補助金交付
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

重度障がい者支援事業
〔障がい福祉課〕

重度障がい者の日中活動場所の確保
や介護者負担の軽減に向け、支援者
育成と受入れ先確保、医療と連携し
たレスパイト事業等を実施

障がい者グループホーム整備支援事
業〔障がい福祉課〕

障がい者の居住の場を充実するた
め、グループホームの整備に対する
補助金を交付

生活困窮者自立支援事業
〔福祉総合相談課〕

様々な要因によって経済的に困窮し
ている、又はそのおそれのある者に
対して、自立のための様々な支援を
早期的、包括的に実施

子どもの学習・生活支援事業
〔福祉総合相談課〕

経済的理由等で学習環境が整ってい
ない子どもへ、ボランティア等によ
る学習支援や生活習慣の改善など世
帯全体の生活支援を実施

・経済的に困窮して
いる、又はそのおそ
れのある者に対し
て、自立のための
様々な支援を早期
的、包括的に実施

②子ども
への学習
環境の提
供

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅲ-3-(3)
生活困窮
者が適切
な支援を
受けられ
る体制の
確保

Ⅲ-3-(2)
障がい者
が地域社
会で共生
できる環
境の整備
（続き）

③地域で
の居住の
場の充実

①生活困
窮者への
相談支援
の充実

・強度行動障がいに
関する支援者養成研
修（法定研修）や訪
問型実践研修（市独
自）の実施
・重症心身障がい者
等の受入れや家族介
護者負担軽減のた
め、補助金を交付
・レスパイト利用時
の日中活動場所への
送迎支援

○

・グループホームの
整備及び運営に対す
る補助金交付

・集合型による学
習・生活支援の実施
（委託：6か所）
・必要時、訪問型に
よる学習・生活支援
の実施

○
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

自助意識普及啓発事業
〔防災対策課〕

市民の防災意識高揚と自助の取組推
進のための啓発事業を実施

住宅耐震化促進事業
〔建築相談課〕

市民の生命・財産を守るため、地震
時の倒壊等を防ぐ住宅の耐震化を促
進

自主防災活動支援事業
〔防災対策課〕

自主防災リーダーの育成や自主防災
訓練の支援、補助金交付など、自主
防災組織の活動を支援

事業者災害時行動マニュアル等作成
促進事業〔防災対策課〕

大学等と連携した研修会の実施な
ど、災害時に事業者が迅速に復旧・
復興するための行動マニュアル
（BCP含む）の作成を支援

受援体制構築事業
〔防災対策課〕

受援対象業務管理データベース運用
や事業者等と連携した訓練の実施

災害用便槽整備事業
〔防災対策課〕

災害時の避難生活における避難者の
健康と、避難所の衛生環境の確保

避難所停電対策事業
〔防災対策課〕

災害による停電時においても電源を
確保し、安定的な避難所運営に必要
な環境を確保

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

①市民に
よる災害
対策の促
進

Ⅳ-1-(1)
自助・共
助・公助
による災
害対策の
充実

④市の災
害対策本
部体制の
強化

・マイ・タイムライ
ン作成支援（ワーク
ショップ開催）
・防災キャンプの実
施支援

・木造住宅の耐震診
断、改修等に対する
補助

・受援対象業務管理
データベース運用
・訓練の実施

・設置工事：2か所

Ⅳ　安全・安心

②地域に
よる災害
対策の促
進

・自主防災リーダー
の育成（養成講座開
催）
・自主防災組織の活
動支援
・自主防災会連絡協
議会の運営、事業実
施

③事業者
による災
害対策の
促進

・大学と連携したセ
ミナーなどの実施
・迅速に復旧・復興
するための行動マ
ニュアル（BCP含
む）の作成支援
・セミナー「入門
編」、「中級編」、
「発展編」の開催各
4回

・改修工事：6か所
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

避難所設備整備事業
〔防災対策課〕

指定避難所へ防災倉庫を整備すると
ともに、備蓄品等を適切に保管し、
安定的な避難所運営を確保

水防施設整備事業
〔（消）総務課〕

河川などの洪水及び土砂災害による
水災を警戒、防御し、これによる被
害を軽減するため、水防倉庫を整備

橋りょう耐震対策事業
〔道路予防保全課〕

重要市道橋及び緊急輸送道路等を跨
ぐ重要法定外道路橋の耐震対策を実
施

道路のり面防災対策事業
〔道路維持課、地域建設課〕

安全確保のため、道路のり面の崩
壊・落石等の道路災害の危険箇所を
点検等により把握し、道路防災対策
工事を実施

準用河川長田川河川改修事業
〔河川課〕

浸水被害の軽減を図るため、河川改
修を実施

準用河川大見川河川改修事業
〔河川課〕

浸水被害の軽減を図るため、河川改
修を実施

境川・猿渡川流域総合雨水対策事業
〔河川課〕

境川・猿渡川流域において浸水被害
の軽減を図るため、貯留施設整備を
実施

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・調査設計
・工事

①災害に
強い道路
環境の確
保

Ⅳ-1-(1)
自助・共
助・公助
による災
害対策の
充実
（続き）

④市の災
害対策本
部体制の
強化
（続き）

②災害の
軽減に向
けた治水
安全度の
向上

Ⅳ-1-(2)
防災・減
災につな
がる都市
機能の強
化

・工事（米田池）

・避難所用防災倉庫
整備：1か所

・地質調査（西水防
倉庫）

・設計：8橋

・防災対策工事

・調査設計
・工事
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

重要給水施設管路耐震化事業
〔水道整備課〕

新水道耐震化プランに基づく、重要
給水施設管路（医療機関）の耐震化
を実施

基幹施設耐震化事業
〔上水運用センター〕

新水道耐震化プランに基づく、基幹
施設の耐震化を実施

公共下水道雨水施設耐震化事業
〔下水道建設課〕

公共下水道雨水施設の耐震補強を推
進

応急給水施設整備事業
〔（上下水）企画課、上水運用セン
ター〕

災害拠点給水施設（配水池に設置す
る応急給水施設）の改修を実施

高校生防火防災リーダー養成事業
〔予防課〕

市内の高校生の中から防火防災啓発
の中心となるリーダーを養成し、活
動を支援することで、防火防災に対
する意識を効果的に向上

高齢者の住宅防火促進事業
〔予防課〕

各種の福祉関係者と連携し、高齢者
宅の訪問時等に火災予防について啓
発してもらうことで高齢者の火災に
よる被害を軽減

機能別団員加入促進事業
〔（消）総務課〕

消防団の経験者と新たな担い手であ
る大学生などの加入を促進し、慢性
化する消防団員不足に対応

消防団装備の充実事業
〔（消）総務課〕

国の装備基準に基づき、優先度等を
踏まえて効率的に消防団装備を配備

・耐震化工事
L=300ｍ
（家田病院、さくら
病院、豊田共立クリ
ニック）

・基幹施設耐震化
工事（東山配水場始
め3施設）
設計（高岡配水場始
め7施設）

施策名

①火災予
防の推進

②消防団
の充実強
化

・説明会など募集活
動の実施

・トランシーバー：
660個
・マスク：5,907枚
・防火衣：148式
・背負い式水のう：
245機

施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅳ-2-(1)
自助・共
助・公助
による消
防対応力
の強化

・雨水幹線耐震補強
工事：中部１号ほか
（216ｍ）

・応急給水施設改
修・新設
工事（第2京ケ峰配
水場始め3施設）
設計（水別配水場始
め4施設）

・カリキュラムの実
施
・校内啓発活動の支
援

・福祉関係者及び関
係部局と連携し、火
災予防啓発の実施

③災害に
備えた上
下水道施
設整備の
推進

Ⅳ-1-(2)
防災・減
災につな
がる都市
機能の強
化
（続き）
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

動画による119番通報システム構築
事業〔指令課〕

スマートフォンによる119番通報
で、通報者が撮影した災害現場の動
画をリアルタイムに指令室で確認す
ることができるシステムを構築

消防水利施設整備事業
〔警防救急課〕

災害時に不足が懸念される消火用水
を確保するため、地域の実情に応じ
て耐震性貯水槽を整備

消防車両整備事業
〔警防救急課〕

災害時に不足が懸念される消火用水
を確保するため、地域の実情に応じ
て水槽付消防車両等を整備

救急救命士の養成・活躍推進事業
〔警防救急課〕

超高齢社会の進展や、社会環境の変
化に対応できる救急体制を構築する
ため、救急救命士の養成及び活躍を
推進

小・中学生に対する応急手当普及促
進事業〔（中）管理課〕

次代を担う小・中学生に応急手当の
受講機会を拡大し、少年期から応急
手当に慣れ親しむ環境づくりを推進

子どもの防犯教室
〔交通安全防犯課〕

子どもの防犯力向上のため、小学生
を対象に子どもの防犯教室を開催

犯罪のないまちづくり活動支援
〔交通安全防犯課〕

構成員全体のスキルアップを狙った
講座や研修会の実施、自主防犯活動
団体の活動を支援

防犯設備整備費補助制度
〔交通安全防犯課〕

自治区等への防犯カメラの設置費用
の補助により、犯罪多発地区を始め
とした地域の防犯力を向上

Ⅳ-3-(1)
地域ぐる
みの防犯
体制の強
化

①市民へ
の防犯啓
発 ・子どもの防犯教

室：42校

新規

・119番通報者に動
画撮影の依頼
・撮影動画による災
害概要の把握
・消防活動における
撮影動画の活用

②地域の
防犯力の
向上 ・地域防犯ボラン

ティア・ステップ
アップ講座：3回

③犯罪の
起きにく
い環境づ
くり

・防犯カメラの設置
及び更新に対する補
助

Ⅳ-2-(1)
自助・共
助・公助
による消
防対応力
の強化
（続き）

・水槽付消防ポンプ
自動車：1台
・救助工作車：1台
・ほか車両3台及び
コンテナ1基

・救急救命士の養
成：6人
・隔日勤務が困難な
救急救命士の活用

・小・中学校・特別
支援学校での応急手
当講習会の開催

③消防体
制の充実

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

④救急体
制の充実

・耐震性貯水槽の整
備：3基
・消火栓の整備
・防火水槽の地震対
策・長寿命化修繕：
6基
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

高齢者交通安全防犯世帯訪問事業
〔交通安全防犯課〕

高齢者のいる世帯を訪問し、反射材
の配布や交通安全に関する知識を啓
発

自転車安全利用講習事業
〔交通安全防犯課〕

講義・実技を交えた自転車の安全利
用に関する講習を実施

自転車乗車用ヘルメット購入支援事
業〔交通安全防犯課〕

自転車乗車用ヘルメットの購入費補
助を行い、自転車利用者が当事者と
なる事故における受傷を防止

ゾーン30整備事業
〔交通安全防犯課〕

速度と通過交通の抑制を図る交通安
全対策として、幹線道路に囲まれた
エリア内の生活道路すべてに時速30
㎞規制を設定

交通安全施設整備事業
〔交通安全防犯課〕

交通事故抑止を図るため、地域等か
らの要望に基づき、交通危険箇所に
交通安全施設を整備

自転車通行空間整備事業
〔建設企画課、土木課〕

歩行者の安全確保、自転車の交通事
故削減を図るため、車道に路面表示
等で自転車の通行位置を明示する整
備を実施

交通事故多発地点対策事業
〔建設企画課〕

交通事故データやビッグデータ等の
活用により交通事故多発地点や危険
箇所を特定し、多発する事故類型に
応じた交通事故対策を実施

歩行者通行空間整備事業
〔土木課〕

安全で安心な児童・生徒の通学路を
確保するため、歩行空間の整備を推
進

Ⅳ-4-(1)
交通安全
意識の向
上と安全
な道路交
通環境の
実現

・計画策定

・調査設計
・用地取得
・工事

・75歳以上の高齢者
が住む世帯への訪
問：9,000世帯

・①子ども②一般③
親子を対象とした講
習の実施

新規
・全年齢を対象とし
た補助の実施

・ゾーン30の導入に
向けた整備（予定地
区：猿投台）

・カーブミラー等の
整備

・追加対策工事
・事前調査

①交通安
全啓発の
充実

②交通安
全環境の
整備

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

生活道路整備事業
〔土木課、地域建設課〕

地域の交通課題の解消と住環境の安
全性向上を図るため、生活道路の整
備を推進

実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

ー

ー

ブランド農産物担い手育成事業
〔農業振興課〕

里親農家とJAと市との共働事業であ
る桃・梨専門コースの運営

農商工連携・6次産業化推進事業
〔農政企画課〕

農商工連携や6次産業化に関するセ
ミナーや研修会、異業種交流会など
を実施するほか、連携イベント等を
開催

鳥獣害対策事業
〔農業振興課〕

鳥獣害対策を行う農家や集落の支援
及び有害鳥獣駆除の実施。また、人
材育成や効果的・効率的な対策を研
究

2021年度実施概要

Ⅴ　産業・観光・交流

施策名 施策の柱

②交通安
全環境の
整備
（続き）

Ⅳ-4-(1)
交通安全
意識の向
上と安全
な道路交
通環境の
実現
（続き）

・桃・梨専門コース
の研修の実施
・受講生確保のため
の研修のPR
・桃栽培サポーター
の養成と運用

・研修会・交流会・
連携イベント開催
・特産品開発等のア
ドバイザー派遣

③地域を
守る山村
部農業の
推進

・集落ぐるみで行う
柵の設置などへの補
助
・有害鳥獣駆除の支
援
・駆除・防除方法に
関する調査研究
・集落と共に取り組
む鳥獣害対策の実施

②高付加
価値を生
む都市近
郊型農業
の推進

Ⅴ-1-(1)
地域特性
に応じた
産業型農
業の推進

・調査設計
・用地取得
・工事

①大規模
で高効率
な平坦部
農業の推
進

－

新規 2021年度実施概要 再掲

施策名 施策の柱 新規 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

地産・地食の理解・環境づくり推進
事業〔農政企画課〕

豊田市及び豊田市農産物ブランド化
推進協議会により、地産地食推進活
動を行うとともに、「とよたの農」
に関する情報を発信

農とのふれあい推進事業
〔農業振興課・農政企画課〕

農ライフ創生センターにおける家庭
菜園向け初級農作物栽培技術研修及
び市民農園等の運営支援等を実施

間伐事業
〔森林課〕

過密人工林を一掃するため、人工林
の間伐推進を図り健全林に誘導

集約化事業
〔森林課〕

過密人工林の間伐推進のため、事業
地の取りまとめを効率的に実施

モニタリング事業
〔森林課〕

間伐前後による水源かん養機能や植
生回復についてのモニタリングを実
施

森林普及事業
〔森林課〕

市民の森づくりに対する理解促進の
ため、森林と関わりの薄い市民等に
合わせた講座を開催

森づくり人材育成事業
〔森林課〕

林業労働力を確保し森林整備を継続
的に実施するため、団地化推進員及
び新規林業就業者等の雇用並びに育
成の支援を実施

③森林整
備に従事
する担い
手の確保

・森づくり団地化推
進員の雇用への補助
・緑の研修生及び新
規採用職員の育成へ
の補助

Ⅴ-2-(1)
100年先を
見据えた
安全・安
心の森づ
くりの推
進

②「農あ
る暮ら
し」の推
進

・市内人工林（公有
林等を除く）の間
伐：1,200ha

・市内人工林の団地
化（集約化)：
1,200ha

・間伐モニタリング
25か所調査、水源か
ん養モニタリング調
査

②森の応
援団の養
成と共働
の森づく
りの推進

・森林普及講座の実
施10講座

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・初級農作物栽培技
術研修の開講
・市民農園の運営支
援

Ⅴ-1-(2)
地域が支
える“食
と農”の
推進

①健全な
人工林づ
くりの推
進

①地産地
食の推進 ・地産地食推進イベ

ントの実施及び開催
支援
・SNS等による情報
発信
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

新作業システム導入支援事業
〔森林課〕

森林の環境と経済価値を守り高める
施業実現のため、架線系システムの
導入支援等を実施

地域材利用促進事業
〔森林課〕

林業・木材産業の活性化に向け、一
般社団法人ウッディーラー豊田等と
の連携を図り、地域材の認知度向上
や商品開発等を実施

企業立地奨励事業
〔産業労働課〕

市内において新たに事業所を設置す
る企業及び事業規模を拡大する企業
の投資に対し、奨励金を交付

企業立地奨励事業
〔産業労働課〕

市内において新たに事業所を設置す
る企業及び事業規模を拡大する企業
の投資に対し、奨励金を交付

産業用地整備事業
〔産業労働課、土地利用調整課〕

産業誘導拠点等に位置付けられた区
域内で、産業用地整備を推進

中小企業経営力高度化支援事業
〔産業労働課〕

補助制度やセミナー、勉強会の開催
により、市内中小企業・小規模事業
者の人材育成・販路開拓など、経営
力強化に資する取組を支援

とよたイノベーションセンター運営
事業〔次世代産業課〕

コーディネーターによる技術・経営
相談、新技術・新産業創出支援セミ
ナー等の開催、製造技術力やIT活用
などものづくり人材育成事業の実施

・旧条例に基づく奨
励制度の運用（交付
決定、支払い）
・新条例及び新要綱
に基づく奨励制度の
運用（対象事業者の
決定、交付決定、支
払い）

○

・関係機関協議
・産業用地整備に伴
う各種検討

○

・中小企業経営力高
度化事業補助金の交
付
・事業承継研究会の
実施
・経営研究会の実施

・技術・経営相談の
実施
・イノベーションセ
ミナーの開催
・製造技術者育成プ
ログラム、デジタル
ものづくりカレッジ
の開催

・タワーヤーダの市
内での実証試験

・地域材製品の開発
及び地域材利用の促
進
・地域材の情報発信

①地域産
業の振興

・旧条例に基づく奨
励制度の運用（交付
決定、支払い）
・新条例及び新要綱
に基づく奨励制度の
運用（対象事業者の
決定、交付決定、支
払い）

○

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅴ-2-(2)
地域材の
生産・流
通・利用
の推進

①地域材
の加工流
通体制の
構築と需
要喚起

Ⅴ-3-(1)
地域産業
の持続的
発展に向
けた企業
力の強化

③中小企
業の経営
力強化

②投資の
受皿とな
る産業用
地の創出
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

DX促進事業
〔産業労働課〕

デジタル化の促進に向け、設備投資
等への補助金、専門家の派遣、社内
でデジタル化を推進できる人材を育
成するための講座を実施

オープンイノベーション推進事業
〔次世代産業課〕

開放特許等の新たな資源とのマッチ
ングやピッチイベント等の開催によ
り新製品開発や事業化を支援

スタートアップ支援事業
〔次世代産業課〕

「ものづくり創造拠点SENTAN」を活
用したハッカソン等の開催による市
内外からのスタートアップ候補の掘
り起こしとスタートアップ支援制度
の運用

ものづくりミライ塾事業
〔次世代産業課〕

社会課題の解決など大きな視点で一
連の製品開発を経験することで、自
ら考え、行動し、新製品等を創出で
きる人材を育成

ー

ー

ー

ー

Ⅴ-4-(1)
中心市街
地商業の
にぎわい
の創出

・ものづくりミライ
塾の運営

①行って
みたくな
る商業空
間の創出 －

②中心市
街地エリ
アの一体
的なマネ
ジメント
の実施支
援

－

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅴ-3-(2)
新たな産
業を創造
する基盤
の構築

④中小企
業のデジ
タル化の
促進 新規

・デジタル化支援補
助金の交付
・テレワーク導入支
援補助金の交付

○

①新たな
事業展
開・イノ
ベーショ
ン創出の
促進

・開放特許等との
マッチングによる新
製品・新サービス創
出支援
・ピッチイベント等
による事業化支援

○

Ⅴ-3-(1)
地域産業
の持続的
発展に向
けた企業
力の強化
（続き）

②スター
トアップ
の誘引・
誘発と事
業化へ向
けた支援

・ハッカソン等の開
催によるスタート
アップの掘り起こし
・ものづくり創造補
助金制度の運用

○

③イノ
ベーショ
ンを起こ
す人材の
掘り起こ
し・育成
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

まちなか広場空間活用事業
〔商業観光課〕

中心市街地の広場（公共的空間）を
多く活用させる取組を展開し、活用
者の発掘や育成を行いながら、にぎ
わいを創出

商店街等事業機会拡大事業
〔商業観光課〕

商店街などが取り組む、商業環境の
変化に応じた対応や商店街のリー
ダー育成、創業支援などに対する補
助

商店街等事業機会拡大事業
〔商業観光課〕

商店街などが取り組む、商業環境の
変化に応じた対応や商店街のリー
ダー育成、創業支援などに対する補
助

観光マーケティング推進事業
〔商業観光課〕

一般社団法人ツーリズムとよたの運
営を支援し、観光の産業化を推進

インバウンド推進事業
〔商業観光課〕

多言語化や情報通信環境の整備と、
外国人を対象とした戦略的なプロ
モーションを展開

インバウンド推進事業
〔商業観光課〕

多言語化や情報通信環境の整備と、
外国人を対象とした戦略的なプロ
モーションを展開

わくわく事業
〔地域支援課〕

地域資源を活用し、地域課題の解決
や地域の活性化のために地域住民が
主体的に取り組む事業の経費を補助

①地域資
源の発掘
と磨き上
げの促進 ・補助金の交付

・事業のPR
・団体同士の情報交
換の実施

Ⅴ-5-(2)
地域資源
を生かし
たまちづ
くりの推
進

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅴ-4-(1)
中心市街
地商業の
にぎわい
の創出
（続き）

②満足感
ある生活
ができる
商業環境
の整備

・商店街等の人材育
成に対する補助

○

・(一社)ツーリズム
とよたに対する補助
金の交付や人的支援

・計画に基づくプロ
モーションの実施及
び滞在環境の充実

②観光産
業を支え
る人材の
育成

・計画に基づくプロ
モーションの実施及
び滞在環境の充実

○

Ⅴ-4-(2)
地域特性
に応じた
商業環境
の整備

Ⅴ-5-(1)
多様な地
域資源を
生かした
観光産業
の振興

①戦略的
観光マー
ケティン
グの推進

③公共的
空間の活
用促進

・中心市街地の広場
（公共的空間）の活
用促進及びにぎわい
の創出

①地域コ
ミュニ
ティを担
う商業機
能の強化

・商店街等の人材育
成に対する補助
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

香嵐渓100年プロジェクト事業
〔足助支所〕

植樹から100年を迎えようとするモ
ミジの再整備や香嵐渓の景観を維持
向上させるための仕組みづくり

道の駅どんぐりの里いなぶ再整備事
業〔稲武支所〕

豊田市産品の販売拡充等のため、ど
んぐり横丁の増改築や、イベント広
場へのキャノピー（大屋根）の新築
等を実施

四季の回廊ミュージアム構想推進事
業〔小原支所〕

四季の回廊ミュージアム構想に基づ
き、川見さくら山遊歩道を始めとし
た施設整備を実施

働き方改革推進事業
〔産業労働課〕

働き方改革への取組気運の醸成及び
取組の推進を図るため、優良事業所
表彰や、専門家派遣、セミナー開催
等を実施

就労支援事業
〔産業労働課〕

若年者、中高年齢者、女性、定住外
国人などに対する、スキルアップ支
援やマッチングを実施

地域産業の担い手確保支援事業
〔産業労働課〕

就職、転職希望者や副業・兼業人材
に対する地元中小企業の魅力発信
や、市民生活や地域産業の維持に不
可欠な担い手の育成確保を実施

・さくら山遊歩道の
整備工事（川見四季
桜の里）

②地域資
源を支え
る基盤の
拡充

Ⅴ-5-(2)
地域資源
を生かし
たまちづ
くりの推
進
（続き）

②多様な
人材の就
労支援

・就労支援セミ
ナー、キャリアカウ
ンセリングの実施
・中高年齢者就労支
援のための企業訪問
・女性しごとテラス
の運営、女性起業家
支援事業、とよた
キャリアカレッジの
実施
・企業と求職者との
交流機会の提供

○

③将来の
地域産業
を担う人
材の確保

・副業、兼業人材と
のマッチングの支援
・企業と学生等との
交流機会の提供
・先輩名鑑の発行
・インターンシップ
受入の支援
・高校生対象中小企
業魅力発信事業の実
施

Ⅴ-6-(1)
多様な働
き方で多
様な人材
が活躍す
る環境の
整備

・再整備基本計画の
策定

・建築工事（どんぐ
り横丁の増築改修、
キャノピーの新築な
ど）

①企業の
働き方改
革の推進

・優良事業所表彰の
実施
・アドバイザー・講
師派遣制度の運用
・各種セミナー及び
事業所訪問の実施

○

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

地域エネルギー活用モデル構築事業
〔未来都市推進課〕

環境負荷の少ない再生可能エネル
ギーの普及を促進するとともに、エ
ネルギーの地産地消モデルを構築

スマートハウス普及促進事業
〔環境政策課〕

太陽光発電システム、HEMS、蓄電
池、次世代自動車等の導入に対する
支援を行い、豊田市版スマートハウ
スの普及を促進

間伐事業
〔森林課〕

過密人工林を一掃するため、人工林
の間伐推進を図り健全林に誘導

気候変動適応策推進事業
〔環境政策課〕

豊田市地域気候変動適応計画策定及
び気候変動適応セミナーなどを通じ
た情報発信

ふれあい収集事業
〔清掃業務課〕

家庭から排出されるごみや資源をス
テーションまで持ち出すことが困難
な高齢者及び障がい者等に対し、ご
み等の収集を支援

緑のリサイクルセンター大規模改修
事業〔清掃施設課〕

刈草・せん定枝・食品残さを安定的
かつ効率的に資源化するため、老朽
化した設備の改修等を実施

渡刈クリーンセンター大規模修繕事
業〔清掃施設課〕

施設の延命化のため、老朽化が進行
している主要設備の大規模修繕を実
施

Ⅵ-2-(1)
廃棄物の
減量化・
資源化と
適正処理
の推進

・長寿命化総合計画
の策定
・大規模修繕に係る
発注仕様書の作成

①将来を
見据えた
ごみ処理
体制の確
保

③森林吸
収源対策
の推進 ・市内人工林（公有

林等を除く）の間
伐：1,200ha

○

④気候変
動適応策
の推進

新規

・豊田市地域気候変
動適応計画策定及び
気候変動適応セミ
ナーなどを通じた情
報発信

○

・家庭から排出され
るごみや資源をス
テーションまで持ち
出すことが困難な高
齢者及び障がい者等
に対し、ごみ等の収
集を支援

・大規模改修工事の
実施

①エネル
ギーの地
産地消の
推進

・電力や環境価値の
地産地消の推進
・エネルギー事業を
活用した地域課題解
決の推進

②暮らし
と産業の
脱炭素化
の推進

・スマートハウスや
ZEH、次世代自動車
等の導入に対する補
助

Ⅵ　環境

Ⅵ-1-(1)
脱炭素の
実現に向
けた未来
都市の推
進

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

リユース工房促進事業
〔ごみ減量推進課〕

再使用可能な粗大ごみ等の修復・清
掃、展示販売により、物を長く使
う、繰り返し使う意識を啓発・醸成
し、ごみの発生を抑制

航空写真を解析した不法投棄等調
査・指導事業〔廃棄物対策課〕

市内全域の不法投棄等を航空写真の
解析により早期発見し、現地調査・
是正指導を実施

排出事業者への戸別訪問指導事業
〔廃棄物対策課〕

事業者の適正な廃棄物処理の理解を
促進するため、市内全事業所を対象
に戸別訪問指導を実施

市民との共働による不法投棄監視活
動事業〔清掃業務課〕

市民・企業ボランティアである不法
投棄パトロール隊との共働により不
法投棄を早期発見・回収し、新たな
不法投棄を監視及び抑止

自然観察の森を拠点とした自然環境
学習事業〔環境政策課〕

環境学習施設「自然観察の森」を拠
点に、自然体験など自然環境に関す
る講座や学習を実施

ふるさとの川づくり事業
〔矢作川研究所〕

地域住民の手による身近な小川の自
然再生を通して地域の自然への愛着
を醸成し、市民と行政が共働で自然
豊かな川づくりを実施

河畔環境整備支援事業
〔矢作川研究所〕

河畔環境保全活動を行う水辺愛護会
などの市民団体が、持続的かつ自発
的な活動が展開できるよう支援

Ⅵ-2-(1)
廃棄物の
減量化・
資源化と
適正処理
の推進
（続き）

③廃棄物
の適正処
理の推進

・不適正処理が疑わ
れる箇所の抽出と現
場確認
・是正指導

・事業所への戸別訪
問指導

・市民・企業ボラン
ティアである不法投
棄パトロール隊との
共働により不法投棄
を早期発見・回収
し、新たな不法投棄
を監視及び抑止

②減量
化・資源
化の促進

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

①豊かな
自然の把
握と市民
理解の促
進

・自然体験など自然
環境に関する講座や
学習の実施

・浚渫工事（広沢
川）
・地域住民による川
づくりへの支援（広
沢川）

・検討部会運営、愛
護会活動の支援

・リユース家具の入
札：毎月
・出張リユース工房
の実施：3回

②自然と
の触れ合
いを通じ
た地域づ
くりの推
進

Ⅵ-3-(1)
暮らしを
豊かにす
る生物多
様性の保
全
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

（仮称）水辺ふれあいプラザ整備事
業〔矢作川研究所〕

自然とふれあう川の体験型学習施設
として、一級河川籠川と一体となっ
た水辺に緩傾斜護岸やふれあい水路
等を整備

ラムサール条約湿地保全活用事業
〔環境政策課〕

貴重な湿地や希少種を保全するた
め、地元や団体と共働で保全活動す
るとともに、環境学習の場としても
活用

エコットを拠点とした暮らしの環境
学習事業〔環境政策課〕

環境学習施設「エコット」を拠点
に、省エネやごみのリサイクルなど
身近な生活環境に関する学習や講座
を実施

協定協議会における環境取組推進事
業〔環境保全課〕

環境保全協定企業の持つ環境取組の
ノウハウを企業間で情報共有すると
ともに、他の企業や市民へ情報を発
信

SDGsポイント事業
〔環境政策課〕

市民等が気軽に「SDGsにつながる行
動」を実施できる場として、とよた
SDGsポイントシステムの企画・運営
等を実施

施策の柱

①環境学
習の充実 ・省エネやごみのリ

サイクルなど身近な
生活環境に関する学
習や講座の実施

施策名

・事業者向け環境教
育用教材（2分野）
の改訂
・セミナー、環境学
習会の開催

・とよたSDGsポイン
トシステムの企画・
運営等

・調査設計
・工事

新規 2021年度実施概要 再掲

②市民と
事業者に
よる環境
配慮行動
の促進

Ⅵ-4-(1)
持続可能
な社会を
支える環
境配慮行
動の促進

③貴重な
湿地と多
様な水辺
の保全

・保全活動及び観察
会の実施、上高湿地
整備計画策定

Ⅵ-3-(1)
暮らしを
豊かにす
る生物多
様性の保
全
（続き）

②自然と
の触れ合
いを通じ
た地域づ
くりの推
進
（続き）
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

豊田市駅東口駅前・まちなか広場整
備事業〔都市整備課〕

一般車等の交通動線を整理するとと
もに、人が滞留できる空間を整備す
ることにより、回遊性を高め、にぎ
わいを創出

豊田市停車場線公共空間活用事業
〔都市整備課〕

豊田市駅前の道路を歩行者空間とし
て利活用し、にぎわいの創出を検証

市道西町若宮線整備事業
〔都市整備課〕

道路の一部拡幅及び無電柱化整備等
により、歩行者が安全で快適に回遊
できる環境を整備

豊田市駅東口ペデストリアンデッキ
整備事業〔都市整備課〕

豊田市駅東口駅前広場への動線や耐
震性能を確保するとともに、まちな
か広場等との一体利用を促進

都心地区サイン施設再整備事業
〔都市整備課〕

既存サイン施設の情報更新や新規サ
イン施設の設置を行い、来街者の回
遊性や利便性を向上

豊田市駅西口ペデストリアンデッキ
整備事業〔都市整備課〕

公共交通利用者の円滑な移動及び耐
震性能を確保するとともに、周辺の
商業施設等と一体的な利用を促進

豊田市駅西口バスターミナル整備事
業〔都市整備課〕

バス乗降場所を豊田市駅西口に集約
し、公共交通利用者の利便性の向上
を図るとともに、快適な待合環境等
を確保

豊田市駅整備事業
〔都市整備課〕

豊田市駅の駅舎を改修し、鉄道利用
者の利便性、快適性の向上を図ると
ともに、駅周辺のにぎわい創出を促
進

Ⅶ-1-(1)
にぎわい
のある魅
力的な都
心の形成

・歩行者空間活用時
の交通影響調査

②快適な
回遊空間
の形成

・駅舎整備における
補償調査、詳細設計
・鉄道事業者との協
議

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

③快適で
利便性の
高い公共
交通基盤
の形成

Ⅶ　都市整備

・サイン設置：10基

・西口ペデストリア
ンデッキ耐震予備設
計

・バスターミナル予
備設計

・用地取得
・東口駅前広場暫定
計画検討

・補償調査、道路詳
細設計
・用地取得、建物補
償

①新たな
交流拠点
の形成

－
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

土地区画整理事業（土橋、寺部、花
園、平戸橋、四郷駅周辺、若林駅周
辺）
〔区画整理支援課、市街地整備課〕

宅地や公共施設等の計画的な配置と
整備により、住みよい良好な住環境
を創出

新市街地整備事業
〔市街地整備課、区画整理支援課、
土地利用調整課〕
主要な鉄道駅の周辺等において、住
宅需要に応える宅地を供給するとと
もに、都市機能や生活機能を確保
し、居住誘導を推進

優良建築物等整備事業（三河豊田駅
周辺）〔都市整備課〕

駅周辺において、一定規模以上の共
同住宅の整備等に係る費用の一部を
補助し、土地の共同化、高度利用化
を促進

優良建築物等整備事業（三河豊田駅
周辺）〔都市整備課〕

駅周辺において、一定規模以上の共
同住宅の整備等に係る費用の一部を
補助し、土地の共同化、高度利用化
を促進

市街化調整区域内地区計画の活用
〔定住促進課、都市計画課〕

鉄道駅周辺や市街化区域に隣接する
地域等において、民間事業者による
宅地開発を誘導

土地区画整理事業（土橋、寺部、花
園、平戸橋、四郷駅周辺、若林駅周
辺）
〔区画整理支援課、市街地整備課〕

宅地や公共施設等の計画的な配置と
整備により、住みよい良好な住環境
を創出

Ⅶ-1-(3)
多様な
ニーズに
応える市
街地定住
の促進

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要

・整備面積：12.9ha

・制度の活用による
民間宅地開発の誘導
促進

○

新規
・まちづくり計画検
討
・地元組織の支援

①市街地
における
住宅・宅
地の供給
と取得支
援の推進

・三河豊田駅前地区
における優良建築物
等整備事業の調査設
計計画支援

○

再掲

②主要な
鉄道駅周
辺地区等
での新た
な宅地の
供給

Ⅶ-1-(2)
利便性の
高い市街
地の形成

①主要な
鉄道駅周
辺地区等
での良好
な市街地
の形成

・整備面積：12.9ha ○

・三河豊田駅前地区
における優良建築物
等整備事業の調査設
計計画支援
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

定住促進プロモーション事業
〔定住促進課〕

定住促進プロモーション「ファース
ト暮らすとよた」を通じて、市内外
の家族形成期を中心とした世代へ豊
田市の魅力や住みやすさのPRを実施

身近な公園整備事業
〔公園緑地つくる課〕

歩いて行くことのできる身近な公園
の整備を進め、市民のコミュニケー
ションやレクリエーション、憩いの
場を確保

中央公園第二期整備事業
〔公園緑地つくる課〕

誰もが憩うことのできる快適な空間
を創出するとともに、都心や豊田ス
タジアムとも連携して多世代の交流
を促進する空間を創出

区画整理内公園整備事業
〔公園緑地つくる課、市街地整備
課〕

区画整理内の公園の整備を進め、市
民のコミュニケーションやレクリ
エーション、憩いの場を確保

民有地緑化促進事業
〔公園緑地つかう課〕

市民や事業者との共働により民有地
の緑化を促進し、うるおいをもたら
す緑あふれる空間を創出

新規 2021年度実施概要 再掲

①市民の
憩いの空
間の確保

③定住意
欲を高め
る情報発
信の充実

・豊田市の住まいに
関する魅力や住宅・
宅地の供給情報の発
信に力を入れた定期
的なプロモーション
活動
・市内外のイベント
出展
・サイトによる情報
発信
・WEB広告による情
報拡散
・PR動画の放映

○

Ⅶ-1-(4)
憩いとう
るおいを
もたらす
緑の空間
の創出

施策名 施策の柱

Ⅶ-1-(3)
多様な
ニーズに
応える市
街地定住
の促進
（続き）

・公園設計：1公園

・民間事業者サウン
ディング

・区画整理内公園設
計：8公園
・区画整理内公園整
備工事：1公園

②緑あふ
れる快適
な住環境
の形成

・緑化義務制度の運
用
・民有地緑化に対す
る補助
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

豊田刈谷線整備事業
〔街路課〕

都市間交流を支える幹線道路として
事業を推進し、交通の円滑化や物流
の効率化を確保

高橋細谷線整備事業
〔街路課〕

主要産業施設等へのアクセス機能の
拡充を図るとともに、市民が安全で
快適に移動できる道路環境を確保

浄水駅北通り線ほか１路線整備事業
〔街路課〕

豊田北バイパスの整備に合わせて事
業を推進し、交通の円滑化やバイパ
スへのアクセス性向上を確保

豊田南バイパス関連市道整備事業
〔幹線道路推進課〕

豊田南バイパス（東新町～逢妻町）
の整備により分断される市道の機能
回復や、安全な地区内生活交通確保
のための市道整備を実施

豊田北バイパス関連市道整備事業
〔幹線道路推進課〕

豊田北バイパス（逢妻町～勘八町）
の整備により分断される市道の機能
回復や、安全な地区内生活交通確保
のための市道整備を実施

県道宮上知立線関連市道整備事業
〔幹線道路推進課〕

県道宮上知立線（中田町～大島町）
の整備により分断される市道の機能
回復や、安全な地区内生活交通確保
のための市道整備を実施

豊栄河合線整備事業
〔街路課〕

地域間を結ぶ幹線道路として事業を
推進し、交通の円滑化や生活環境の
安全を確保

①物流
ネット
ワークの
強化と高
規格幹線
道路への
アクセス
性の向上

Ⅶ-2-(1)
生活・産
業を支え
る道路
ネット
ワークの
形成

・調査設計
・用地取得
・工事

・調査設計

②渋滞対
策の推進

・用地取得
・工事

・調査設計
・用地取得
・工事

・調査設計
・用地取得
・工事

・用地取得

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

・工事
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

若林駅前線整備事業
〔街路課〕

若林駅付近連続立体交差事業に合わ
せ事業を推進し、若林駅へのアクセ
ス性や利便性を向上

若林東西線整備事業
〔街路課〕

若林駅付近連続立体交差事業に合わ
せ事業を推進し、若林駅周辺の交通
の円滑化や若林駅へのアクセス性向
上を確保

若林高架側道整備事業
〔街路課〕

若林駅付近連続立体交差事業に合わ
せ事業を推進し、地域住民の快適な
移動環境や若林駅へのアクセス性向
上を確保

西岡吉原線整備事業
〔街路課〕

若林駅付近連続立体交差事業に合わ
せ事業を推進し、若林駅周辺の交通
の円滑化や若林駅へのアクセス性向
上を確保

越戸駅前広場整備事業
〔街路課〕

県道西中山越戸停車場線事業に合わ
せ事業を推進し、越戸駅へのアクセ
ス性や利便性を向上

若林駅付近連続立体交差事業
〔街路課〕

若林駅付近の鉄道の高架化と側道整
備により、地域住民の快適な移動環
境を確保

名鉄三河線複線化事業
〔都市計画課〕

リニア中央新幹線開業を見据え、名
古屋との移動時間短縮等、鉄道の利
便性向上に向け、名鉄三河線の複線
化や駅へのアクセスを強化

名鉄三河線複線化関連道路整備事業
〔都市計画課〕

名鉄三河線の複線化事業と合わせて
中心市街地と南部地域を結ぶ幹線道
路を整備し、交通の円滑化や周辺地
域の利便性・安全性を向上

新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅶ-2-(1)
生活・産
業を支え
る道路
ネット
ワークの
形成
（続き）

Ⅶ-2-(2)
利便性が
高く持続
可能な公
共交通
ネット
ワークの
形成

施策名 施策の柱

・調査設計
・用地取得

・調査設計
・用地取得

・用地取得

・調査設計
・工事

・用地取得

・調査設計
・用地取得

③鉄道駅
へのアク
セス性の
向上

①鉄道に
よる名古
屋市との
アクセス
機能強化

新規
・鉄道駅の利便性向
上に向けた調査

○

新規
・関連道路整備に係
る調査設計
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

基幹バス運行事業
〔交通政策課〕

市中心部や各地域を結ぶとよたおい
でんバスを効率的に運行し、広域的
な移動手段を確保

地域内移動手段確保事業
〔交通政策課〕

地域住民と市の共働により地域内を
走るバス等を運行し、地域特性や需
要に応じた交通サービスを提供

先進移動技術等実証事業
〔未来都市推進課〕

規制緩和や各種支援事業を通じた先
進技術実証の推進及び地域課題・市
民生活向上に資する「移動サービ
ス」の担い手育成・支援

ー

ー

藤岡地区給水区域再編事業
〔（上下水）企画課、水道整備課、
上水運用センター〕

安全な水道水を安定して供給するた
め、藤岡地区において、県営水道等
への配水系統の切替え・再編を実施

老朽管整備事業
〔（上下水）企画課、水道維持課〕

水道ストックマネジメント計画に基
づく、老朽管整備を実施

老朽施設整備事業
〔（上下水）企画課、上水運用セン
ター〕

水道ストックマネジメント計画に基
づく、老朽施設整備を実施

Ⅶ-2-(2)
利便性が
高く持続
可能な公
共交通
ネット
ワークの
形成
（続き）

①効率的
な水運用
の推進

・石飛系配水管増径
更新工事
・新石飛送水ポンプ
場用地測量、用地取
得

Ⅶ-2-(3)
人と環境
にやさし
く安全で
快適な交
通まちづ
くりの推
進

Ⅶ-3-(1)
安全・安
心な水道
水の安定
供給の実
現 ②水道施

設の適正
な維持管
理の推進

①先進技
術を活用
した安全
で快適な
交通まち
づくり

・超小型EVシェアリ
ング事業
・パーソナルモビリ
ティの普及促進
・運転寿命の延伸に
向けた取組
・車載蓄電池の有効
活用

②人と環
境にやさ
しい交通
社会の形
成

ー

②公共交
通の質の
向上

・地域バスの運行：
12地域
・地域タクシーの運
行：3地域
・次世代デマンドシ
ステムの導入：2地
域

・とよたおいでんバ
スの運行：12路線

・経年管更新
L=5,510ｍ

・経年施設整備（機
械、電気、計装類）
・工事（高岡配水場
始め80施設）
・設計（猿投配水場
始め3施設）

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

下水道整備事業
〔下水道建設課〕

下水道による整備の費用対効果が高
いと見込まれる地域において、計画
に基づき下水道整備を推進

合併処理浄化槽設置促進事業
〔下水道施設課〕

水質保全と衛生的な環境維持のた
め、合併処理浄化槽の設置・転換に
対し補助金を交付

ー

ー

Ⅶ-3-(2)
汚水の適
正な処理
による快
適な生活
環境の実
現

再掲施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要

②個別処
理区域に
おける適
切な汚水
処理の促
進

・合併への転換に対
する補助：130基
・合併更新に対する
補助：5基

③下水道
施設の適
正な維持
管理の推
進 ー

①集合処
理区域に
おける適
切な汚水
処理の推
進

・管路工事（面整
備）：92ha
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

わくわく事業
〔地域支援課〕

地域資源を活用し、地域課題の解決
や地域の活性化のために地域住民が
主体的に取り組む事業の経費を補助

地域予算提案事業
〔地域支援課〕

地域の意見を市の予算に反映し、地
域と共働で課題に対応

市民活躍応援事業
〔とよた市民活動センター〕

多様な主体が活発に活動できるよう
応援し、市民活動を促進

市民活動体験支援事業
〔とよた男女共同参画センター〕

誰もが気軽に市民活動を知り、参加
体験ができる取組の実施

社会人による公益活動促進事業
〔とよた市民活動センター〕

社会人によるボランティア参加の場
を創出し、市民活動団体が行う「共
働によるまちづくり」活動を促進

若園交流館・若園中学校技術科棟改
築事業〔市民活躍支援課、学校づく
り推進課〕

施設の老朽劣化や利用者ニーズの多
様化による機能不足に対応するた
め、若園交流館と若園中学校技術科
棟の合築を実施

藤岡地区地域核整備事業
〔藤岡支所〕

アクセス道路の整備による安全確保
と利便性向上とともに、地域住民が
主体的に取り組むソフト事業を通じ
て、地域の賑わいを創出

Ⅷ-1-(1)
市民力・
地域力・
企業力を
生かした
共働のま
ちづくり
の推進

①都市内
分権の推
進

②市民活
動のすそ
野の拡大

③活動を
促進する
環境の整
備

Ⅷ　地域経営

・市民活動促進補助
金（はじめの一歩部
門、活動ステップ
アップ部門、新規事
業チャレンジ部門）
の交付
・市民活動情報の発
信

新規 2021年度実施概要 再掲

・補助金の交付
・事業のPR
・団体同士の情報交
換の実施

○

・地域予算提案事業
の実施

・道路、橋梁工事
（市道藤岡田中二反
田線）
・地域核整備事業全
体の事後評価

・課題を抱える市民
活動団体とプロボノ
をマッチングし、共
働で課題を解決する
事業を実施

・準備工事、既設建
物解体工事
・本体建設工事

・市民活動の紹介
・市民活動体験プロ
グラムの企画、実施

施策名 施策の柱
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

日本語教育促進事業
〔国際まちづくり推進課〕

在住外国人が地域社会で円滑な日常
生活を送れるよう、必要な日本語能
力を育む切れ目のない日本語学習支
援施策の体系化を実施

外国人児童生徒等教育事業
〔学校教育課〕

外国人児童生徒等の小・中学校への
適応を進めるため、日本語指導や学
習相談、支援等を実施

外国人市民の住みやすさ向上事業
〔国際まちづくり推進課〕

外国人市民の意見を市の取組に反映
させるとともに、外国人への効果的
な情報伝達体制を確立

国際理解・啓発事業
〔国際まちづくり推進課〕

地域の国際化のため、多様な国の言
語や文化に関する関心・理解を深
め、活動を実践できるイベントや講
座を幅広い層を対象に開催

①多文化
共生のま
ちづくり
の推進

Ⅷ-2-(1)
多様な市
民が活躍
できる国
際まちづ
くりの推
進

②国際化
に対応し
た人づく
りの推進

・NPO法人等との連
携による、幼児期に
おける日本語指導及
び学校教育等の補完
的学習支援、不就学
者等に対する学習支
援
・とよた日本語学習
支援システムの運営
による、外国人市民
に対する初級レベル
の日本語教室の開催
・外国人児童生徒に
対する日本語学習等
支援策の見直し・拡
充案の作成

・教員への日本語指
導の充実を図る教材
提供・学習支援相談
及び保護者への翻
訳・通訳対応の実施
・学校日本語指導員
の適正配置
・編入学初期の日本
語指導等の充実

○

・（公財）豊田市国
際交流協会と連携
し、「教育・啓発」
「活動実践」の段階
に応じた、国際理
解・啓発を目的とす
るイベントや講座の
実施
・（仮）国際交流入
門講座及び（仮）
SDGS実践イベントの
検討

新規

・第3次国際化推進
計画策定委員会の設
置・開催による外国
人市民の意見聴取
・外国人市民に対す
る発信力のあるキー
パーソンとの連絡体
制構築
・生活情報等を外国
人市民に広く発信

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

姉妹都市交流事業
〔国際まちづくり推進課〕

市民や学生の姉妹都市への相互派遣
等により、友好親善及び異文化理解
を促進

中学生海外派遣事業
〔学校教育課〕

多文化共生、相互理解の大切さを学
び、国際的な視野を広げるため、中
学生の海外派遣を実施

いなか暮らしコーディネート事業
〔企画課〕

おいでん・さんそんセンターを中心
に、移住希望者の「住まい」「暮ら
し」「生業」を総合的に支援し、山
村地域への移住を促進

空き家・空き地情報バンク事業
〔地域支援課〕

空き家・空き地情報バンクに登録さ
れた山村地域等の空き家・空き地と
移住希望者のマッチングを行い、移
住定住を促進

定住者の住宅・宅地取得支援事業
〔定住促進課〕

山村地域等において、住宅取得に係
る費用の一部を補助し、定住者の増
加や健全なコミュニティの保持と地
域づくりを実施

②国際化
に対応し
た人づく
りの推進
（続き）

Ⅷ-2-(1)
多様な市
民が活躍
できる国
際まちづ
くりの推
進
（続き）

Ⅷ-3-(1)
自立とつ
ながりに
よる山村
地域等の
振興

新規 2021年度実施概要

・空き家・空き地情
報バンクの運用
・空き家・空き地所
有者及び移住希望者
への支援

○

・住宅・宅地の取得
に対する補助

・デトロイト市交換
学生派遣事業の実施
・ダービーシャーか
らの交換学生と市内
中学生との交流事業
の実施
・ダービーシャー高
校生派遣事業の実施
・デトロイト市との
姉妹都市提携60周年
事業の実施

・英会話の練習や文
化理解についての研
修実施：84人
・イギリス、アメリ
カ、アジアへの中学
生派遣
・帰国後、各校で報
告会実施

・いなか暮らし総合
窓口の運営
・山村地域移住プロ
モーションの実施

○

①移住・
定住のた
めの環境
づくり

再掲施策名 施策の柱
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

交流コーディネート事業
〔企画課〕

おいでん・さんそんセンターによ
り、都市部と山村部をコーディネー
トするとともに、その魅力や山村部
の価値を発信

足助地域核エリア再生事業
〔足助支所〕

地域資源や地域特性を生かした事業
創出を通じて、地域の担い手の創出
と地域が自立的に存続するための仕
組みを構築

わくわく事業
〔地域支援課〕

地域資源を活用し、地域課題の解決
や地域の活性化のために地域住民が
主体的に取り組む事業の経費を補助

豊森なりわい塾事業
〔企画課〕

山村をフィールドにこれからの生き
方・働き方・社会のカタチを考え、
山村の担い手、関係人口を創出

ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ⅷ-3-(1)
自立とつ
ながりに
よる山村
地域等の
振興
（続き）

②地域を
支える担
い手づく
り

・スクールの開催
・民間主導事業の事
業化に向けた伴走支
援
・旧田口家住宅再生
事業の推進

①市民
サービス
の向上

ー

②事業・
事務の最
適化の推
進 ー

・補助金の交付
・事業のPR
・団体同士の情報交
換の実施

○

・豊森なりわい塾の
実施

Ⅷ-4-(1)
未来を見
据えた持
続可能な
行財政運
営

・都市と山村の交流
コーディネート

○

③財政計
画に基づ
いた財政
運営 ー

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

ー

ー

次世代社会システム推進事業
〔未来都市推進課〕

市の課題解決に資する先進実証の支
援及び早期実用化の推進

とよたエコフルタウン推進事業
〔未来都市推進課〕

SDGsの概念・取組の見せる化や先進
技術実証の見せる化、サービスの体
感・ニーズの集約を実施

SDGs未来都市推進事業
〔未来都市推進課〕

SDGｓ未来都市の取組事例の国内外
への発信

市役所のデジタル化・スマート化
〔情報戦略課〕

電子申請やAI・RPA等を活用した窓
口のスマート化を図るとともに、ノ
ウハウ等をAI・データベース化し、
行政サービスの質を向上

次世代通信網・データの活用の推進
〔情報戦略課〕

5G等を活用した新サービスの創出に
向け、先進技術による実証実験や、
オープンデータ・ビッグデータ等を
効果的に活用した取組を実施

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲

Ⅷ-4-(2)
公共施設
等の適切
な管理の
推進

①公共施
設等の総
合的かつ
計画的な
管理の推
進

ー

②ミライ
のフツー
に向けた
次世代通
信網・
データ等
の活用

新規

・5G等を活用した新
サービスの創出に向
けた検討を進めると
ともに、オープン
データ・ビッグデー
タ等の効果的活用を
検討

○

・とよたSDGｓパー
トナーとの連携事業
及び活動支援
・イベント・展示
会、出前講座等での
取組発信

○

①ICTの活
用による
行政サー
ビスの質
の向上及
び効率的
な行政運
営の実現

新規

・RPAの導入・普及
を進めるとともに、
スマート窓口の実現
を推進する。また、
(仮)AI相談支援シス
テムの構築を検討

○

Ⅷ-4-(4)
共働によ
る地域情
報化の推
進

・ガイドツアー実施
・先進技術展示
・サービス体験
・イベント実施

②取組の
見せる化

Ⅷ-4-(3)
先進技術
等を活用
した地域
課題解決
の推進

①多様な
主体の新
たな取組
への支援

・豊田市つながる社
会実証推進協議会の
運営
・実証事業の支援

○
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実践計画事業名〔担当所属〕

事業概要

ー

ー

Ⅷ-4-(5)
戦略的な
広域連携
の推進

①新たな
都市間連
携の推進

ー

施策名 施策の柱 新規 2021年度実施概要 再掲
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４ 参考資料                             
（１）SDGs 概要 

「SDGs（エスディージーズ）」とは、2015 年 9 月に「国連持続可能な開発サミッ
ト」で採択された、17 のゴールから構成される国際目標です。 

豊田市では、2018 年 6 月に SDGs 達成に向けた取組を先導的に進めていく自治体
「SDGs 未来都市」として内閣府から選定を受け、SDGs が掲げるゴールと総合計画
の取組との関連を見える化し、SDGs に関する普及啓発・理解促進を図っています。 
 
 
■SDGs で掲げる 17 のゴール 

アイコン 説明 アイコン 説明 
 
 
 
 

●貧困をなくそう 
あらゆる場所のあらゆる形
態の貧困を終わらせる 

 ●飢餓をゼロに 
飢餓を終わらせ、食料安全保
障及び栄養改善を実現し、持
続可能な農業を促進する 
 

 
 
 

●すべての人に健康と福祉
を 
あ ら ゆ る 年 齢 の すべ て の
人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進する 

 ●質の高い教育をみんなに 
すべての人に包摂的かつ公
正な質の高い教育を確保し、
生涯学習の機会を促進する 
 

 
 
 
 

●ジェンダー平等を実現し
よう 
ジェンダー平等を達成し、す
べての女性及び女児の能力
強化を行う 

 ●安全な水とトイレを世界
中に 
すべての人々の水と衛生の
利用可能性と持続可能な管
理を確保する 
 

 
 
 
 

●エネルギーをみんなにそ
してクリーンに 
すべての人々の、安価かつ信
頼できる持続可能な近代的
エネルギーへのアクセスを
確保する 

 ●働きがいも経済成⾧も 
包摂的かつ持続可能な経済
成⾧及びすべての人々の完
全かつ生産的な雇用と働き
がいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を
促進する 

 
 
 
 

●産業と技術革新の基盤を
作ろう 
強靱（レジリエント）なイン
フラ構築、包摂的かつ持続可
能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る 

 ●人や国の不平等をなくそ
う 
各国内及び各国間の不平等
を是正する 
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アイコン 説明 アイコン 説明 
 
 
 
 

●住み続けられるまちづく
りを 
包摂的で安全かつ強靱（レジ
リエント）で持続可能な都市
及び人間居住を実現する 

 ●つくる責任つかう責任 
持続可能な生産消費形態を
確保する 
 

 
 
 
 

●気候変動に具体的な対策
を 
気候変動及びその影響を軽
減するための緊急対策を講
じる 

 ●海の豊かさを守ろう 
持続可能な開発のために海
洋・海洋資源を保全し、持続
可能な形で利用する 
 

 
 
 
 

●陸の豊かさも守ろう 
陸域生態系の保護、回復、持
続可能な利用の推進、持続可
能な森林の経営、砂漠化への
対処ならびに土地の劣化の
阻止・回復及び生物多様性の
損失を阻止する 

 ●平和と公正をすべての人
に 
持続可能な開発のための平
和で包摂的な社会を促進し、
すべての人々に司法へのア
クセスを提供し、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で説明
責任のある包摂的な制度を
構築する 

 
 
 
 

●パートナーシップで目標
を達成しよう 
持続可能な開発のための実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性
化する 

 

 

  

54



（２）SDGs ゴール別実践計画事業数 

 
重点施策 基本施策 合計

※ (１) (２) (３) Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 
    ― ― ― 2 ― 2 3 ― ― ― ― 6 

 ― ― ― ― 1 1 1 5 ― ― ― 8 

 16 ― ― 5 8 15 8 ― 1 4 ― 46 

 4 3 2 7 36 1 4 2 2 ― 8 56 

 1 2 ― ― 4 ― ― 2 ― ― ― 4 

 ― ― ― 1 4 ― 7 1 2 5 ― 19 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 3 ― ― 3 

 3 9 2 ― 3 3 ― 16 ― 14 4 38 

 ― 7 3 ― 1 ― ― 12 ― 18 4 34 

 1 ― ― 1 3 ― ― ― ― ― 5 8 

 9 6 6 ― 14 10 28 13 12 38 13 134 

 ― ― ― ― 1 ― ― 1 9 1 ― 12 

 ― ― 1 ― ― ― 19 ― 2 2 ― 23 

 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2 ― 2 

 ― ― ― ― ― ― ― 9 6 3 ― 17 

 1 ― 1 3 1 ― 7 ― ― ― 1 13 

 6 1 8 ― 15 2 4 4 6 1 14 51 

合計※ 17 15 12 13 40 17 40 30 19 39 24  

※１事業に複数ゴールが設定されている事業や複数分野に位置付く事業を含むため、 
各分野やゴールの事業数の計と一致しません。 

貧困を 
なくす 

飢餓ゼロ 

健康と 
福祉 

質の高い 
教育 

ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 
平等 

安全な水 
とトイレ 

ｸﾘｰﾝな 
ｴﾈﾙｷﾞｰ 

働きがい 
経済成⾧ 

産業と 
技術革新 

気候変動 

住み続け 
られるまち 

つくる責任 
つかう責任 

不平等を 
なくす 

海の 
豊かさ 

陸の 
豊かさ 

平和と 
公正 

パートナー 
シップ 
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